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（2） BALV-P450F～ P900F

ユニット形名 BALV-P450F BALV-P750F BALV-P900F

性能

冷却能力 kW 30.2 49.0 56.5

消費電力 kW 13.4 20.0 24.3

冷水量 m³/h 9.40 15.30 17.60

運転電流 A 44.0 65.0 80.0

力率 ％ 87.9 88.8 87.7

始動電流 A －

容量制御 ％ 24～100 15～ 100 12～ 100

電源 三相 200V 50/60Hz

塗装色 マンセル5Y8/1　近似色

外形寸法

高さ mm 1,650 1,650

幅 mm 1,210 2,591

奥行 mm 760 760

圧縮機

形式×個数 全密閉スクロール×1 全密閉スクロール×2

始動方式 インバーター始動方式

回転数 rpm 1800～ 6180 1800～ 5100 1800～ 6180

呼称出力 kW 12.3 × 1 10.2 × 2 12.3 × 2

始動電流 A －

押しのけ量 m³/h 31.1 25.7 31.1

1日の冷凍能力 法定トン 5.47 9.02 10.93

電熱器<クランクケース> W 45× 1 45× 2 45× 2

油
種類 ダイヤモンドフリーズMEL32（エステル油）

チャージ量 ｌ 3.0× 1 3.0 × 2

冷媒

種類 HFC（R410A）

チャージ量 kg 12.5 × 1 12.5 × 2

制御方式 電子式膨張弁

空気側熱交換器形式 強制空冷プレートフィンチューブ式

水側
熱交換器

形式 プレート式（SUS316銅ブレージング）

配管接続
入口 R2 R2 1/2

出口 R2 R2 1/2

送風機

形式 プロペラファン

出力×個数 kW 0.46× 1 0.46× 2

風量 m³/min 225× 1 225× 2

制御方式

霜取制御 －

冷温水制御 出口水温制御

運転制御 リモートコントロール

運転保証範囲 ℃
外気温：－15～ 43
冷水出口温度：  － 10～ 10（ナイブラインZ1 45wt%の場合）、

－5～10（ナイブラインZ1 35wt%の場合）

保護装置 高圧圧力開閉器 ､過電流保護機能（圧縮機）､凍結センサ、
吐出ガス温度センサ・巻線保護サーモ（送風機）、パワーモジュール温度センサ

騒音  dB<A> 61（64） 62（64） 63（65）

付属品 Y形ストレーナ（青銅製）　1個 Y形ストレーナ（SUS製）　1個

高圧ガス保安法区分 届出不要

冷凍保安責任者の選任 不要

製品質量 kg 252 562 562

運転質量 kg 257 573 573

掲載頁

外形寸法図 頁 3-274

電気配線図 頁 3-285 3-286～ 3-287

能力表 頁 3-366

注１． 冷却性能は外気温度DB=35℃・冷水出口温度=0℃・冷水出入口温度差=3℃、ナイブラインZ1 35wt%の時の値を示します。
　２．  簡易複数台制御時は、冷水出口温度の下限値が以下の値となります。

　ナイブラインZ1 35wt%の場合：－3℃
　ナイブラインZ1 45wt%の場合：－8℃

　３． 騒音はユニットから正面１m、高さ1.5mの点で測定した無響音室基準の値を示します。
　　　実際の据付け状態では、周囲の騒音や反響などの影響を受け、表示値より通常3～5dB大きくなります。
　　　（　）内の数値は周囲1m、高さ1.5mの点で測定した騒音レベルの最大値で無響音室基準の値を示します。
　４． 本製品は12kg以上の冷媒を封入しているため、船舶および航空機で輸送できませんのでご注意ください。
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3-288～3-310

3-367

（3） BAL-SP40KF～ SP180KF
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3-311～3-353

3-278 3-2793-277
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（4） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
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（5） BALV-P40AE1～ P60AE1
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〈2〉外形寸法図
（1） BAL-P75B, P125B

BAL-P190C～ P500C
BAL-P630D, P750D

● BAL-P75B

● BAL-P125B
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●BAL-P190, 250C（-BS）

●BAL-P375, 500C（-BS）
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●BAL-P630, 750D（-BS）

別売リモコン　RP-16CB（BAL-P75B，P125B，P190C，P250C，P375C，P500C，P630D，P750D用）
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52or 27
ノックアウト穴

65or 40
ノックアウト穴

〈制御用配線通し穴〉
34ノックアウト穴

＜付属品＞
 ・Ｙ形ストレーナ 2-1/2＜ステンレス＞・・・１個
 （水配管用、ユニット側水入口近傍に取付）

注１．屋外設置仕様のためユニット内配管等の結露水は集水する仕様としており
　　ませんので、結露水はユニット下方の穴及び隙間部より落下します。
　　ユニット内の結露水等の落下が問題になる設置条件においては、ユニット
　　全体を受けるドレンパン（現地手配）を取付けることをお勧めします。
　２．背面フィンガードは別売部品でご用意しております。

〈電源用配線
or制御用配線通し穴〉

空気吹出 空気吹出 空気吹出制御箱〈MAIN〉

空気
吸込

サービスパネル

〈電源用配線
or制御用配線通し穴〉

水出口〈Rc2-1/2B〉
水入口〈Rc2-1/2B〉

空気
吸込

空気
吸込

制御箱〈SUB〉

サービスパネル

表示灯

表示灯

(据付ピッチ)
2x4-14x20長穴

<防雪フード(別売)取付用穴>

4x5- 4.6穴
樹脂部の開口加工必要

通風・サービススペース　　<平面図>
サービススペース
(単独設置の場合)
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＜付属品＞
 ・Ｙ形ストレーナ 2B＜青銅＞・・・１個
（水配管用、ユニット側水入口近傍に取付）

注１．屋外設置仕様のためユニット内配管等の
　　結露水は集水する仕様としておりませんので、
　　結露水はユニット下方の穴及び隙間部より落下します。
　　ユニット内の結露水等の落下が問題になる
　　設置条件においては、ユニット全体を受ける
　　ドレンパン（現地手配）を取付けることをお勧めします。
　２．背面フィンガードは別売部品でご用意しております。

空気吹出

空気
吸込

<平面図>
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(単独設置の場合)
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2x5- 4.6穴
樹脂部の開口加工必要
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（2） BALV-P450F～ P900F
● BALV-P450F

● BALV-P750F, 900F
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（3） BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60KF
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●BAL-SP100, 120KF

● BAL-SP180KF
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（4） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA

● BAL-40ASA
 BAL-40ASLA

● BAL-50ASA
 BAL-50ASLA
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●BAL-60ASA
 BAL-60ASLA

● BAL-80ASA
 BAL-80ASLA
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●BAL-100ASA
 BAL-100ASLA

● BAL-120ASA
 BAL-120ASLA
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（5） BALV-P40AE1～ P60AE
● BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1（左配管仕様）
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〈3〉電気配線図
（1） BAL-P75B, P125B

BAL-P190C～ P500C
BAL-P630D, P750D

● BAL-P75, 125B（-BS）
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●BAL-P190, 250C（-BS）
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●BAL-P375, 500C（-BS）
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●BAL-P630, 750D（-BS）
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す
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L
直
流
ﾘｱ
ｸﾄ
ﾙ

72
C

電
磁
継
電
器
(ｲ
ﾝﾊ
ﾞｰ
ﾀ主
回
路
)

LE
V

1
IP

M

TH
H

S

ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ
ｪﾝ
ﾄﾊ
ﾟﾜ
ｰﾓ
ｼﾞ
ｭｰ
ﾙ

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ(
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
放
熱
板
温
度
)

Z2
1

Z2
6

抵
抗
(機
種
識
別
)

抵
抗
(機
能
設
定
素
子
)

M
A

IN
 B

O
X

S
U

B
 B

O
X

共
通

現
地
手
配

M
A

IN
 B

O
X

D
C

C
T1

A
C

C
T1

A
C

C
T2

A
C

C
T3

C
1

F0
1

F0
2

F0
3

F0
4

F0
5

F0
6

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
(電
解
)

電
流
ｾﾝ
ｻ

電
流
ｾﾝ
ｻ(
直
流
電
流
)

H 63
LS

63
H

S

M
F

M
C

圧
縮
機
用
電
動
機

送
風
機
用
電
動
機

高
圧
圧
力
ｾﾝ
ｻ

電
熱
器
(圧
縮
機
ｹｰ
ｽ)

低
圧
圧
力
ｾﾝ
ｻ

電
磁
弁
(ﾊ
ﾞｲ
ﾊﾟ
ｽ回
路
)

高
圧
圧
力
開
閉
器

63
H

1

ﾋｭ
ｰｽ
ﾞ

電
子
膨
張
弁

S
V

1

記
号
説
明

記
号

説
　
明

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ

TH
15

TH
9,

11
,1

2
TH

1,
2,

4

ﾋｭ
ｰｽ
ﾞ

F1

※
3

※
3

※
9

4645444342 47 48 494139 40383736353433

－（
   
 ）

－（
   
 ）

－（
   
 ）

－（
   
 ）

－（
   
 ）

－（
   
 ）

機
種
設
定
異
常

機
種
切
替
異
常

アド
レ
ス
と
び
異
常

,シ
ス
テ
ム
異
常

2524

低
圧
圧
力
セ
ン
サ
異
常

高
圧
圧
力
セ
ン
サ
異
常

※
9

※
 9

※
9

※
9

※
8

ユ
ニ
ット
内
通
信
異
常

(M
A

IN
回
路
－

S
U

B
回
路

)

代
表
水
温
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

A
C

C
T･

D
C

C
Tセ
ン
サ

/回
路
異
常

真
空
保
護
異
常

蒸
発
温
度
低
下
異
常

断
水
異
常

(フ
ロ
ー
ス
イ
ッ
チ

)

吐
出
温
度
異
常

高
圧
異
常

8 9

シ
リ
ア
ル
通
信
異
常

10

凍
結
異
常

11

欠
相
異
常

12

給
電
異
常

※
5

停
電
異
常

13
電
源
周
波
数
異
常

14
ア
ク
テ
ィブ
フ
ィ
ル
タ
異
常

15
イ
ン
バ
ー
タ
母
線
電
圧
異
常

16
イ
ン
バ
ー
タ
放
熱
板
過
昇
保
護

17
イ
ン
バ
ー
タ
過
負
荷
保
護

18
IP

M
異
常
一
括

/過
電
流
異
常

19
冷
却
フ
ァ
ン
異
常

20 21 22 23
水
熱
交
壁
面
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(S
U

B
回
路

)
外
気
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

圧
縮
機
吸
入
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(S
U

B
回
路

)
吐
出
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(S
U

B
回
路

)
水
熱
交
壁
面
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(M
A

IN
回
路

)
圧
縮
機
吸
入
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(M
A

IN
回
路

)
吐
出
温
度
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(M
A

IN
回
路

)

※
6
※

6
親
－
子
ユ
ニ
ット
間
通
信
異
常

(簡
易
複
数
台
制
御
時

)

アド
レ
ス
二
重
異
常

リ
モ
コ
ン
受
信
異
常

1
リ
モ
コ
ン
送
信
異
常

リ
モ
コ
ン
受
信
異
常

2
接
続
台
数
設
定
異
常

機
種
組
み
合
わ
せ
異
常

異
常
解
除
方
法

(リ
セ
ット

)※
4

異
常
解
除
方
法

(リ
セ
ット

)※
4

282726 32313029

※
9

遠
方

(基
板
･ﾘ
ﾓｺ
ﾝ)

異
常
コ
ード
表
示

N
o.

ユ
ニ
ット
側
(基
板
)
運
転

S
W

S
W

S
1

運
転

S
W

S
W

S
1

異
常
内
容

(基
板
･ﾘ
ﾓｺ
ﾝ)

異
常
コ
ード
表
示

TH
H

Sセ
ン
サ

/回
路
異
常

異
常
未
解
除
表
示

1 2 3 4 5 6 7異
常
コ
ード
一
覧

N
o.

異
常
内
容

遠
方

ユ
ニ
ット
側
(基
板
)

※
7

入
口
水
温
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(S
U

B
回
路

)
出
口
水
温
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(S
U

B
回
路

)

入
口
水
温
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(M
A

IN
回
路

)
出
口
水
温
サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

(M
A

IN
回
路

)

D
C

12
V
受
け

制
御
箱
内
部
レ
イ
ア
ウト
図
 (正
面
か
ら
見
る
)

DC
L

R1
72

C

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー

イ
ン
バ
ー
タ
ー
基
板

フ
ァ
ン

イ
ン
バ
ー
タ
ー
基
板

TB
1

C
1

制
御
基
板

制
御
端
子
台
①

TB
2

制御端子台②

ヒューズ

 ※
3.
異
常
が
発
生
す
る
と
、基
板
、リ
モ
コ
ン
の
デ
ジ
タ
ル

4桁
表
示
部
に
右
記
の
異
常
コ
ード
が
点
滅
表
示
し
ま
す
｡

　
   

(リ
モ
コ
ン
の
表
示
は
ユ
ニ
ット
の
アド
レ
ス
番
号
と
異
常
コ
ード
が
交
互
に
点
滅
し
ま
す

)
 ※

4.
異
常
解
除
方
法
の
記
号
の
意
味
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
｡

 ※
1.

S
W
設
定
に
よ
り
常
時
表
示
内
容
を
選
択
し
ま
す
｡

 ※
2.
現
在
の
水
温
制
御
方
式
に
合
わ
せ
て
水
温
を
表
示
し
ま
す
｡

　
　

 　
 ･
･･
設
定
に
関
係
な
く
解
除
可
能
。

　
　

 　
 ･
･･
ユ
ニ
ット
側

S
W
設
定
で

 “遠
方
リ
セ
ット
可
否

” が
 “可

” の
と
き

(出
荷
時
は

 “可
” の
設
定
）解
除
可
能
｡

　
　

 　
   

  ユ
ニ
ット
側

S
W
設
定
で

 “遠
方
リ
セ
ット
可
否

” が
 “否

” の
と
き
は
解
除
不
可
能
｡

　
 　
　

 ･
･･
解
除
不
可
能
。

　
 　
　

 ･
･･
異
常
原
因
が
取
り
除
か
れ
る
と
、表
示
は
自
動
的
に
解
除
さ
れ
ま
す
。

 ※
5.

N
o.

11
は
ユ
ニ
ット
側

S
W
設
定
で

 “停
電
自
動
復
帰

” が
 “無
し

” の
と
き
に
の
み
異
常
に
な
り
ま
す
｡

　
  (
出
荷
時
は

 “停
電
自
動
復
帰

” は
 “有
り

” の
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
｡)

 ※
6.

N
o.

39
，4

0は
シ
ス
テ
ム
設
定
に
よ
っ
て
は

10
分
以
上
の
通
信
異
常
に
よ
り
異
常
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
   
こ
の
場
合
は「
ﾕﾆ
ｯﾄ
側

(基
板

)の
S

W
S1
」「
遠
方
の
運
転

S
W
」の
い
ず
れ
か
で
リ
セ
ット
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 ※
7.

N
o.

1は
リ
セ
ット
方
法
の
異
な
る
複
数
の
異
常
が
発
生
し
、解
除
さ
れ
て
い
な
い
異
常
が
あ
る
場
合
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
   
こ
の
場
合
は
ユ
ニ
ット
電
源
で
リ
セ
ット
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 ※
8.

N
o.

5の
凍
結
異
常
が
作
動
し
た
場
合
は
、作
動
原
因
を
完
全
に
取
り
除
い
て
か
ら
リ
セ
ット
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
   
繰
り
返
し
て
運
転
さ
せ
ま
す
と
ユ
ニ
ット
の
熱
交
換
器
の
パ
ン
ク
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡

 ※
9.

N
o.

10
,1

4,
17

,2
6,

34
,4

5は
記
載
コ
ード
と
詳
細
コ
ード
が
交
互
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
   
詳
細
コ
ード
に
つ
い
て
は
、据
付
説
明
書
を
参
照
く
だ
さ
い
。

別
売
リ
モ
コ
ン
接
続
端
子
(極
性
な
し
)　

1O
FF

TH
H

S

出 口 水 温 1

LE
D

4:
マ
イ
コ
ン
作
動

T

CN142A
　クロ

C
N

40
8

CN2CN4CN332
 アオ

T4

入 口 水 温 1

T3

黄白

CN142C

 T
B

1

C
N

C
T3

ク
ロ

茶

C
N

C
T2

ア
オ

C
N

42
1

 ク
ロ

赤

C
N

TH
ミド
リ

M 3～
W

V
U

M
F

C
N

IN
V

C
N

LV
A

°

C
N

40
7

 ア
カ

°
°

°

C
N

V
D

C

°

IP
M

°

R
63

0

t

C
63

0

t

F0
5

A
C

25
0V

15
A 

 T
フ
ァ
ン
イ
ン
バ
ー
タ
基
板

t
t

t
t

63
H

1

F2

C
N

18
V

 ア
オ

C
N

4

LE
D

3:
マ
イ
コ
ン
作
動

LE
D

2:
異
常

63
LS

電
源

 3
～

　
　

 5
0/

60
H

z
　
　

 2
00

V

LE
D

1:
運
転

63
H

S

E
LB

1

（
O

N
/O

FF
）

S
U

B
 B

O
X

 T
B

4へ

電
源

 3
～

　
　

 5
0/

60
H

z
　
　

 2
00

V

R

CN102

S

M
A

M
B

TH
9

TH
4

CN3A
 アオTH

1

DS
A1

TH
11

Z4

TH
12

CX4

急
冷
　
　
　
　
　
　
入
/切

CX5

R
A

R
B

C
Y

1

CN21
アオ

C
Y

2

CN22
アカ

C
Y

3

制
御
電
源
回
路

CX6
C

N
D

C
ピ
ン
ク

Z3

T

Z2 C
X

2

C
X

3

F0
2

A
C

25
0V

6.
3A
　

T

U
U

Z1
U

U

C
N

TY
P

1
　
ク
ロZ2

1

黒

赤

黒

黒

白
赤

白

赤

黒
白

赤

黒

赤

黒

注
1.

 　
　
　
破
線
部
は
オ
プ
シ
ョ
ン
部
品
、現
地
手
配
品
お
よ
び
現
地
工
事
を
示
し
ま
す
。

注
2.

 フ
ァ
スト
ン
端
子
は
ロ
ッ
ク
機
構
付
き
端
子
で
す
。取
り
外
す
際
は
端
子
中
央
の
つ
ま
み
を

　
   
押
し
な
が
ら
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　
   
取
り
付
け
た
後
は
確
実
に
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

注
6.

 低
電
圧
機
外
配
線（
無
電
圧
接
点
入
力
、リ
モ
コ
ン
配
線
、伝
送
線
用
配
線
）は
、

　
   

10
0V
以
上
の
配
線
と

5㎝
以
上
離
し
て
配
線
をし
て
く
だ
さ
い
。

   
　
同
一
電
線
管
、同
一
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
－
ブ
ル
で
の
配
線
は
基
板
損
傷
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

注
3.

 現
地
接
続
端
子
の
記
号
は
下
記
に
示
し
ま
す
。

　
  　
　
端
子
台
、　

 短
絡
線
を
切
断
し
接
続
、　

 ギ
ボ
シ
端
子（
現
地
手
配：
オ
ス
端
子

ø3
.9

6）
注

4.
 ポ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
接
点
を
必
ず
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

   
　
短
絡
す
る
と
、異
常
停
止
や
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

注
5.

 運
転
指
令
の
入
力
信
号
は
入
力
方
式
とし
て
別
売
リ
モ
コ
ン
、無
電
圧
接
点
入
力
の
い
ず
れ
か
を
個
別
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
   
設
定
温
度
切
換
は
、無
電
圧
接
点
入
力
に
よ
る
切
換
と
時
刻
に
よ
る
切
換
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

注
7.

  無
電
圧
接
点
入
力
の
接
点
は
微
小
電
流
用（

D
C

12
V,

5m
A
以
下
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

注
8.

  無
電
圧
接
点
出
力
は

A
C

20
0V

,1
0m

A
以
上

1A
以
下
で
使
用
く
だ
さ
い
。

注
9.

  制
御
配
線
に
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
場
合
、次
の
配
線
は
個
別
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
   
同
一
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
－
ブ
ル
の
芯
線
を
使
用
す
る
と
誤
動
作
し
、故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

   
　（
ア
）別
売
リ
モ
コ
ン
配
線
　
　

  　
（
イ
）無
電
圧
接
点
入
力
配
線

　
   （
ウ
）無
電
圧
接
点
出
力
配
線
　
　（
エ
）遠
方
水
温
設
定（

4～
20

m
A
）

C
X

1

t

F0
1

A
C

25
0V

6.
3A
　

T

C
N

01

F0
3

A
C

25
0V

6.
3A
　

T

TH
15

TB
42

72
CTB

31

TH
2

°

CN
03

ク
ロ

t

S
U

B
 B

O
X

 T
B

3へ

CN
02

IP
M
駆
動

電
源
回
路

O
N

D
C

L

C
N

63
LS

 ア
カ

ノ
イ
ズ

フ
ィ
ル
タ
 

L3

C
N

40
5

 ア
オ

 ア
オ

L2

C
N

40
2

ミド
リ

L1

C
N

40
4

 ク
ロ

C
N

40
1

黒

ポ
ン
プ
異
常

CN142B
　アオ

白
赤

Z2
6

°

C
N

TY
P

CNFG
アオ

51
P 52

P

E
LB

2

M 3～
M

P

S

CN801
  キ

M
C

W
M

S
3～

U

M

(＋
)

(－
)

T2
T1

V

オ( プ シ ョ ン
　

＋

C
N

63
H

S

C
1

A
C

C
T1

LE
V

1

A
C

C
T2

15

P
L

IP
M

16

4

1920

1D
C

C
T1

SC-P1

　
F1

D
C

70
0V

4A
　

T

FT
-N

11

注
2

1217 18

R

P

1
25

C
N

D
C

1
C

00
7

C
00

8

代 表 水 温 1

N
V

U
W

CNDC2

52
P

外 気 温 度 1
1

～

吸 入 冷 媒 1

LE
D

3:
通
電

吐 出 冷 媒 1

C
N

IP
M

～

＋

～
D

S

TB
21

－ TB
22

U

TB
23

無
電
圧

接
点
入
力

C
41 A
C

C
T3

ピ
ン
ク

CN
DC

3

 T
B

2

F0
4

A
C

25
0V

3.
15

A 
T

設
定
温
度
切
替
　
   

2n
d/

1s
t

Z5
イ
ン
バ
ー
タ
基
板

R
2

R
01

R
1

CNCT

72
C

デ
マ
ンド
　
　
　
　
　
入
/切

サ
ー
モ
切
替
　
　
 　
外
部
/内
部

外
部
サ
ー
モ
　
　
　
　
 入
/切

運
転
指
令
　
　
 　
 運
転
/停
止

CN142D
　アオ

フ
ロ
ー
ス
イ
ッ
チ
　
 　
正
常
/異
常

5 46 2 13

黒橙紫灰

フ
ァ
ン
モ
ード
　
　
   
降
雪
/常
時

機
能
設
定

ポ
ン
プ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
　
 　
正
常
/異
常

S
W

1
6

LE
D

1:
運
転

(点
灯

)
   

  /
異
常

(点
滅

)

CN4CN2CN5V
キ

S
W

2-
10

:O
FF

S
W

3-
9 

 :O
FF

S
W

3-
10

:O
FF

S
W

3-
7 

 :O
FF
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●BALV-P750, 900F（SUB BOX）
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

（3）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40KF (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP40KF (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP40KF (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP40KF (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP50, 60KF (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP50, 60KF (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP50, 60KF (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP50, 60KF (No. 4)

3-295



※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP80KF (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP80KF (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP80KF (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP80KF (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP100, 120KF (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP100, 120KF (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP100, 120KF (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP100, 120KF (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP100, 120KF (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP180KF (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP180KF (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP180KF (No. 3)

3-307



※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP180KF (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-SP180KF (No. 5)
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●BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KF（記号説明）
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※記号説明および注意事項は別ページに記載（4） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
● BAL-40ASA (No. 1)
● BAL-40ASLA (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASA (No. 2)
● BAL-40ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASA (No. 3)
● BAL-40ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASA (No. 4)

3-314



※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASA (No. 5)
● BAL-40ASLA (No. 5)

3-316



※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-40ASA (No. 6)
● BAL-40ASLA (No. 6)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-50ASA (No. 1)
● BAL-50ASLA (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASA (No. 2)
● BAL-50ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASA (No. 3)
● BAL-50ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASA (No. 5)
● BAL-50ASLA (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-50ASA (No. 6)
● BAL-50ASLA (No. 6)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BAL-60ASA (No. 1)
● BAL-60ASLA (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASA (No. 2)
● BAL-60ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASA (No. 3)
● BAL-60ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASA (No. 5)
● BAL-60ASLA (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-60ASA (No. 6)
● BAL-60ASLA (No. 6)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載
●BAL-80ASA (No. 1)
● BAL-80ASLA (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASA (No. 2)
● BAL-80ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASA (No. 3)
● BAL-80ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASA (No. 5)
● BAL-80ASLA (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-80ASA (No. 6)
● BAL-80ASLA (No. 6)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 1)
● BAL-100ASLA (No. 1)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 2)
● BAL-100ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 3)
● BAL-100ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 5)
● BAL-100ASLA (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-100ASA (No. 6)
● BAL-100ASLA (No. 6)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 1)
● BAL-120ASLA (No. 1)

3-346



※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 2)
● BAL-120ASLA (No. 2)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 3)
● BAL-120ASLA (No. 3)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASLA (No. 4)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 5)
● BAL-120ASLA (No. 5)
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※記号説明および注意事項は別ページに記載●BAL-120ASA (No. 6)
● BAL-120ASLA (No. 6)
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●BAL-40ASA～ 120ASA（記号説明）
●BAL-40ASLA～ 120ASLA（記号説明）
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

（5）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1（No.1）
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※記号説明および注意事項は別ページに記載

●BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1（No.2）
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●BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1（記号説明）
注　意
1. 保護開閉器が作動したときには、表示灯（OL）が点灯します。
 遠方又は手元より異常をリセットし、異常原因除去後、運転を再開してください。
2. ブラインポンプのポンプインターロックは、K01、 K02に必ず接続してください。
3. 遠方盤用として、各種の端子を用意しています。
4. 点線は弊社手配外を示します。
5. 展開接続中の端子記号名称は下記によります。
   中継端子：○　　　遠方盤用端子：◎　　　コネクター端子：
6. 重要＜設備側の配線施工上のご注意＞
 AC24V以下の低電圧回路とAC100V以上の制御回路の配線を同一多芯ケーブル内へ収納したり，互いに結束して配線しないでください。
（基板内回路の破損防止のため）
 ●参考
 　AC24V以下の低電圧回路とは、接点入力（無電圧、パルス、押ボタン）、リモコン線、M-NET通信線、DC1～5V温度入力線
 　AC100V以上の制御回路とは、接点出力、ユニットの主回路線、インバーターの二次側線等
7. 重要＜A、B、SG端子（シールド線のシールドアース中継用）及びCN40、CN41（ジャンパー用コネクター）の接続に関するご注意＞
 端子A、B、SGは、M-NET伝送線を接続します。（この場合、親機のみジャンパー用コネクターをCN40に差し込んでください。）
 端子KT11、KT21は、ユニット複数台制御の場合に代表ブライン温度センサーに接続します。※オプション対応
 これらの端子については、納入する機器の使用形態により接続方法が異なりますので、必ずリモコン（RP-16CB）に添付されている据付
工事説明書ならびに、ユニット取扱説明書の内容をご確認のうえ接続工事を行なってください。

 ＊　M-NET伝送線については専用の配線と工事が必要ですので、必ず現地配線施工前に確認願います。
・ ユニット側の主回路線（AC200V、AC400V等）や制御線（AC200V、AC100V）、あるいはインバーター二次側配線等の強電
線と並行に配線しないでください。（やむを得ず並行な配線となる場合は40cm以上離してください）
・ 強電線と交差させる場合は、直交させるようにし、また互いの距離はできるだけ離してください。
・ M-NET伝送線は総長500m以下としてください。（最大総長500m）

 ＊　代表ブライン温度センサーは、当社指定のサーミスターを使用してください。
8. 遠方接点（入／切）への配線
 レベル信号（接点、トグルスイッチ）の場合は、端子K95、 K96間に接続ください。
 押ボタンスイッチの場合は、端子K44、K45間に「入」信号（「入」信号はボタンを押したときに回路が「ON」）を、端子K46、K47間に「切」
信号（「切」信号はボタンを押したときに回路が「ON」）を、それぞれ接続してください。 ※オプション対応（標準仕様には押ボタンスイ
ッチは対応していません。）

9. 接点入力の配線
 接点入力の配線時は、図面と同じ端子番号に接点を接続ください。
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〈4〉電源・信号系統図
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KFインターフェース図
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（2） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
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（3）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1インターフェース図
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〈5〉運転・停止フローチャート
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KF
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（2）BALV-P40AE1～ P60AE1
●冷房運転

●圧縮機運転容量タイミングチャート
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〈6〉能力特性
（1） BAL-P75B, P125B

BAL-P190C～ P500C
BAL-P630D, P750D

● BAL-P75B

● BAL-P125B
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●BAL-P190C

● BAL-P250C
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●BAL-P375C

● BAL-P500C
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●BAL-P630D

● BAL-P750D
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●BALV-P750F
（2）BALV-P450F～ P900F
● BALV-P450F

● BALV-P900F
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（3）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40KF

● BAL-SP50KF

● BAL-SP60KF

● BAL-SP80KF

● BAL-SP100KF

● BAL-SP120KF

● BAL-SP180KF
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（4） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
● BAL-40ASA
 BAL-40ASLA

● BAL-50ASA
 BAL-50ASLA

● BAL-60ASA
 BAL-60ASLA

● BAL-80ASA
 BAL-80ASLA

● BAL-100ASA
 BAL-100ASLA

● BAL-120ASA
 BAL-120ASLA
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31.8 

30.5 

29.3 

28.3 

27.4 

冷却能力〈kW〉

97.3

81.4

67.4

55.2

44.8

消費電力〈kW〉

34.5 

33.1 

31.8 

30.7 

29.8 

43

冷却能力〈kW〉

92.8 

77.9 

64.6 

53.0 

42.9 

消費電力〈kW〉

36.2 

34.8 

33.5 

32.4 

31.3 

●BALV-40AE1
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39.7 

37.9 
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35.0 
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冷却能力〈kW〉

130.5

109.2

90.4

74.1

60.4

消費電力〈kW〉

42.9 

40.9 

39.2 

37.7 

36.5 

冷却能力〈kW〉

121.7

102.1

84.8

69.6

56.7

消費電力〈kW〉

46.4 

44.4 

42.6 

41.0 

39.6 

43

冷却能力〈kW〉

116.2 

97.8 

81.4 

67.0 

54.6 

消費電力〈kW〉

48.7 
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44.8 

43.1 

41.7 

●BALV-50AE1
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消費電力〈kW〉
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冷却能力〈kW〉
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消費電力〈kW〉
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47.2 

45.4 

冷却能力〈kW〉

141.9

119.4

99.5

82.0

67.0

消費電力〈kW〉

58.8 

56.0 

53.4 

51.1 

49.1 

43

冷却能力〈kW〉

135.7 

114.5 

95.5 

78.9 

64.5 

消費電力〈kW〉

61.6 

58.7 

56.1 

53.7 

51.6 

●BALV-60AE1

散水なし
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84.3
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32.8
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29.5

28.8

●BALV-40AE1
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●BALV-50AE1
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●BALV-60AE1

散水あり

（5）BALV-P40AE1～P60AE1
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●BALV-P40AE1
■冷却能力

■消費電力

■冷却能力

■消費電力

■冷却能力

■消費電力

＜注意事項＞

※ブライン濃度

ブライン出口（℃） 濃度（％）
5 35
0 35
-5 40
-10 48
-15 55

2. ブライン出入口温度差5℃の場合を示します。

1.ブラインはエチレングリコール系ブライン（ナイブライン）
の場合です。

●BALV-P50AE1

●BALV-P60AE1
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空気側熱交換器

過冷却用熱交換器

ストレーナ

LEV1

圧縮機

SV1

63LS

水側
熱交換器

（水入口）

（水出口）

63HS

63H1

記号表一覧
機器名称図中記号

電子膨張弁

外気温センサ
入口水温センサ(水温制御）
出口水温センサ(水温制御,凍結保護)

圧縮機吐出温センサ
圧縮機吸入温センサ
水熱交壁面温センサ(凍結保護）

電磁弁(バイパス回路)

高圧圧力センサ
低圧圧力センサ

TH9
TH11
TH12

TH1
TH2
TH4

高圧圧力開閉器63H1
SV1
63LS
63HS
LEV1

キャピラリー
チューブ

キャピラリー
チューブ アキュムレータ 

E

S

TH9

S

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
　 <高圧>

TH1

TH2

PS

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
<低圧>

冷媒流れ方向

TH4 TH12

TH11

4.15MPa
  OFF

PS

HP

圧縮機

SV1

63HS

63LS

63H1

LEV1

記号表一覧

機器名称
図中記号

電子膨張弁

TH8
TH6
TH5
TH14
TH13

外気温センサ
入口水温センサ
出口水温センサ
圧縮機吐出温センサ
圧縮機吸入温センサ
水熱交壁面温センサ

電磁弁(バイパス回路)

高圧圧力センサ
低圧圧力センサ

SUB回路MAIN回路

TH9
TH11
TH12
TH1
TH2
TH4

高圧圧力開閉器63H1
SV1
63LS
63HS
LEV1

63H1
SV1
63LS
63HS
LEV1

キャピラリー
チューブキャピラリー

チューブ アキュムレータ 

ストレーナ

過冷却用熱交換器

冷媒流れ方向

空気側熱交換器

水側
熱交換器

水側
熱交換器（水入口）

（水出口）

SUB回路MAIN回路

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
　 <低圧>

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
　 <高圧>

TH1
TH5

S

TH4

TH12
TH14

4.15MPa
  OFF TH2

TH6

TH11
TH13

TH9

TH8

PS

PS

HP

S

E

SUB回路は
MAIN回路と同一

〈7〉冷媒回路図
（1）BALV-P450F～ P900F
● BALV-P450F

● BALV-P750, 900F
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（2）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40KF
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●BAL-SP50, 60KF
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●BAL-SP80KF
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●BAL-SP100, 120KF
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●BAL-SP180KF
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1.※印部の止弁を閉にすると「液封」にな
　る恐れがあります。止弁の操作時は液封
　とならないよう十分にご注意ください。

1.※印部の止弁を閉にすると「液封」にな
　る恐れがあります。止弁の操作時は液封
　とならないよう十分にご注意ください。

（3） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
● BAL-40ASA
● BAL-40ASLA

● BAL-50ASA・60ASA
● BAL-50ASLA・60ASLA
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1.※印部の止弁を閉にすると「液封」にな
　る恐れがあります。止弁の操作時は液封
　とならないよう十分にご注意ください。

●BAL-80ASA・100ASA・120ASA
● BAL-80ASLA・100ASLA・120ASLA
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（4）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1･P50AE1･P60AE1
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〈8〉振動値
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KF
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（2）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1, P50AE1, P60AE1
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〈9〉騒音特性
（1）BALV-P450F～ P900F

● BALV-P450F

● BALV-P900F

● BALV-P750F
オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
 d
B
（
0
dB
=
2
0μ
P
a）

オクターブバンド中心周波数（Ｈｚ）

10
63

NC-70

NC-60

NC-40

NC-50

NC-30

NC-20

125 250 500 1000 2000 4000 8000

20

30

40

50

60

70

80

90

100

正面1m
周囲1mの最大値

持続騒音に対する
近似的最少可聴限界

50・60Hz 騒音レベルのオクターブ値｠

●騒音レベル： ユニットから１m離れたユニットの周囲に
 おけるAスケールによる評価（地上1.5m）
●運 転 条 件： 外気35℃DB， 入口水温3℃， 出口水温0℃，
 冷却能力30.2kW
●電　　　源： 三相 200V

注） 測定場所は無響音室内です。実際の据え付け状態では、周囲の騒音
や反響などの影響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。

61 / 64　dB（A）
（正面1m / 周囲1mの最大値）

騒音レベル

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
 d
B
（
0
dB
=
2
0μ
P
a）

オクターブバンド中心周波数（Ｈｚ）

10
63

NC-70
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NC-40

NC-50

NC-30

NC-20

125 250 500 1000 2000 4000 8000
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100

正面1m
周囲1mの最大値

持続騒音に対する
近似的最少可聴限界

50・60Hz 騒音レベルのオクターブ値｠

●騒音レベル： ユニットから１m離れたユニットの周囲に
 おけるAスケールによる評価（地上1.5m）
●運 転 条 件： 外気35℃DB， 入口水温3℃， 出口水温0℃，
 冷却能力56.5kW
●電　　　源： 三相 200V

注） 測定場所は無響音室内です。実際の据え付け状態では、周囲の騒音
や反響などの影響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。

63 / 65　dB（A）
（正面1m / 周囲1mの最大値）

騒音レベル

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
 d
B
（
0
dB
=
2
0μ
P
a）

オクターブバンド中心周波数（Ｈｚ）

10
63

NC-70

NC-60

NC-40

NC-50

NC-30

NC-20

125 250 500 1000 2000 4000 8000

20

30

40

50

60

70

80

90

100

正面1m
周囲1mの最大値

持続騒音に対する
近似的最少可聴限界

50・60Hz 騒音レベルのオクターブ値｠

●騒音レベル： ユニットから１m離れたユニットの周囲に
 おけるAスケールによる評価（地上1.5m）
●運 転 条 件： 外気35℃DB， 入口水温3℃， 出口水温0℃，
 冷却能力49.0kW
●電　　　源： 三相 200V

注） 測定場所は無響音室内です。実際の据え付け状態では、周囲の騒音
や反響などの影響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。

62 / 64　dB（A）
（正面1m / 周囲1mの最大値）

騒音レベル
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（2）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KF
　1) 測定ポイント

　2) 騒音値
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3）騒音線図

電　圧 ：200V
測定場所 ：三菱電機（株）長崎製作所
測定位置 ：サービス面側　距離1m、高さ1.5m（無響音室基準）
（注意）反響音の影響を受ける据付状態では、この音より4～6ホン高くなります。

※計画値を示します。

●BAL-SP40KF

● BAL-SP50KF
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●BAL-SP60KF

● BAL-SP80KF

● BAL-SP100KF
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●BAL-SP120KF

● BAL-SP180KF
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（3）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1, P50AE1, P60AE1
　1) 測定ポイント

　2) 騒音値
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3）騒音線図

測定位置：正面から1m離れ高さ1.5mの点
 （注意）反響音の影響を受ける据付状態では、この音より4～6ホン高くなります。

BALV-P40AE1形 BALV-P50AE1形

BALV-P60AE1形
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〈10〉重心位置
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF
● BAL-SP40, 50, 60KF

● BAL-SP80KF

● BAL-SP100KF

3-389



●BAL-SP120KF

● BAL-SP180KF
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（2）BALV-P40AE1～ P60AE1
● BALV-P40AE1, P50AE1, P60AE1
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〈11〉水頭損失
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF

（2） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA
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（3）BALV-P40AE1～ P60AE1
●水圧損失表
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〈12〉据付関連資料
（1）BAL-SP40KF～ SP180KF
据　付
注意： 製品の出荷時には、汚れ防止（防塵）、防雨用として、ビニ

ールシートによる梱包を施しています。長期間ビニールシ
ートを掛けた状態で保管すると、ビニールシート内面が結
露することがあり、その結露水によりZAM鋼板が変色す
る場合があります。ユニット搬入後は、ビニールシートを
早期に取り外してください。

(1) 据付スペース
空冷式ブラインクーラの性能は、据付けの良否によって大きく
影響されます。
据付けに際しては、いろいろな条件により制約を受けますが、
性能を十分に発揮させるため風吸込スペースの確保、保守点検・
サービスのためスペースを第一条件として考慮願います。
5台以上のユニットを集中設置する場合は、ショートサイクル
の危険性がありますので、必ず設置可否を工場へお問い合わせ
ください。

●据付に関する基準
空冷式ブラインクーラの据付けに関しては「冷凍装置の施
設基準KHKSO402」が適用されます。
引用：冷凍装置の施設基準KHKSO402「3.3 作業に必要な空間」

(2) 項： 冷凍装置の主な運転操作をする側及び操作盤
の前面は、呼び冷凍能力20トン以上の設備に
あっては1200mm、3トン以上20トン未満
の設備にあっては900mm以上の空間距離を
設けること。

以上の基準とサービスを考慮し、サービススペースを確保
されるようお願いします。

(2) 据付場所チェックシート
据付場所については、設計段階で次の項目に対して問題がない
かどうかチェックしてください。

(3) 据付場所の注意補足
1) 大気中に油が含まれる雰囲気へのユニット設置は避けてく
ださい。樹脂ファンが油中のエステル系成分により侵食さ
れファン破損の原因となります。

2) 大気中に硫化水素等の硫黄化合物又はアンモニアを含む雰
囲気の場所や塩分を含む潮風又は排気ガスが直接機器に当
たる場所へのユニットの設置は避けてください。配管の腐
食，冷媒漏れの原因となります。

3) 本ユニットは外気温度低下時の運転において、送風機の稼
動台数と回転数を減少して風量を減らすように制御します
ので、強い季節風による影響が大きくなります。したがっ
て据付にあたっては次のような注意が必要です。
(A) 強い風 ( 主に季節風 ) が直接空気熱交換器に当たらない
ように風向きや据付場所に注意してください。

(B) 強い風が避けられない場合は、防風フード、防風壁等を
設置してください。

(4) 防音壁据付・ショートサイクルに関する注意
1) 防音壁を設ける場合は、下記の方法にて据え付けてくださ
い。

2) 風のショートサイクル防止のために1) 項のショートサイク
ル防止用フードを設けない場合は、送風機先端部と防音壁
の高さを60°以上にとり、BAL形の風吸込面側に吸込グ
リルを設けた通風口又は吸込グリルなしの通風口を設けて
ください。

(5) 騒音に関する注意
仕様書やカタログ記載の騒音値は無響音
室換算したものです。運転条件が異なっ
たり、反響音の影響のある場所では、概
略4dB～ 6dB高くなることがあります。
またBAL形をゲタ基礎に据え付ける場合
は、ユニットの下面と床面間の反響により、騒音が6～ 9dB
程度高くなることがありますのでご注意ください。

(6) ビルの塔屋に据え付ける場合のお願い
ビルの塔屋にBAL形を据え付ける場合は、保安機器の定期点
検や通常の点検・サービスが容易に行えるよう設計計画時に下
記点をご検討されるようお願いします。
(1) BAL形の周囲には手すり又はフェンス等を設けてください。
(2) 「計画タラップ」では点検・サービス時の昇降が危険ですの
で図のような階段方式としてください。

(7) 防雪対策
積雪が考えられる地方においては防雪対策を実施してください。
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(8) アルミフィンの保護
1) 屋外機で特にダメージを受けるのは、空気側熱交換器（フ
ィン付熱交換器）のアルミフィンです。

 フィン面が潮風を直接受けない向き、位置に設置してくだ
さい。

2) 海岸近くの潮風だけでなく、ゴミ焼却場などの煙も腐食性
を持つことが多いので、同様に注意してください。

3) 海岸近くに設置される場合は、耐食性プレートフィンを使
用した耐重塩害仕様を準備しておりますので、注文時にご
指示願います。なお、塩害仕様フィンであっても、上記1), 
2) のごとく留意願います。

（注）JRA耐塩害仕様、JRA耐重塩害仕様に関して
JRA基準（空調機器の耐塩害試験基準：JRA9002）は、
屋外設置機の外郭（3.2mm以下の薄板鋼板又は形鋼により
製作されたキャビネット）を構成する部品の塗膜試験方法
について規定するものですから、厳密に言えば上記空気側
交換器のアルミフィンは該当しませんが、腐食環境に設置
されるアルミフィンの防食のため、耐食性プレコートフィ
ンを使用しています。

電気設備
●電気設備選定
トランス、配線ブレーカー等の電気設備機器は、別途提出の電気
工事仕様書により選定、施工願います。

配管の設計工事
(1) ブライン配管施工上の注意
●ブライン配管の出入口を間違えないようにしてください。
●配管には接手バルブを設け、サービス性を考慮してください。
●ブライン配管の出入口に温度計を設けておくと運転状態を確
認することができます。

●ブライン配管の熱損失を防ぎ、配管表面への結露を防止する
ため完全な断熱工事を行ってください。

●固体防止のため、配管にはフレキシブルジョイントを設け、
振動が配管に伝わらないようにしてください。

●BAL形の入口配管には必ず清掃可能なストレーナー（現地
手配：20メッシュ以上）を設け、ボルトや石類等の異物が
ブライン冷却器に入らないようにお願いします。下図参照。

●出入口配管には、サービス時等にブライン冷却器内の水が抜
けるよう、排水弁 (ドレンバルブ )を設けてください。

●配管には適宜吊り具を付けて、ブライン冷却器のアダプター
に無理な荷重がかからないようにしてください。

●ブライン配管には水抜きができるように水抜きバルブを設置
してください。長期停止する場合や外気温度が0℃以下にな
る場合はブラインを抜いてください。

●蓄熱槽やクッションタンクなどをブライン配管に設けるシス
テムでは、タンクへ戻すブライン配管は下図に示すように行
い、空気の泡ができないように施工してください。

 ブライン中の溶存酸素が増加すると、ブライン冷却器及びブ
ライン配管の腐食が促進されます。

●ブライン系統の異物除去のため清掃可能なストレーナー
 （現地手配：20メッシュ以上）の取付けをお願いします。

(2) ポンプ伝播音の防止
ポンプの振動が配管を伝わって室内で音となって表れることが
あります。ポンプの伝播音防止対策として下記のような対策を
実施ください。

●ポンプの吸込・吐出側にフレキシブルジョイントを設ける。
●ポンプは、防振ゴムを使用する。
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(3) 水質基準
水質基準に適合した水をご使用ください。
水質の悪化は、故障や水漏れ等の原因となることがあります。

ブラインは飲用・食品製造用には直接使用しないでください。
直接使用すると健康を害する可能性があります。
このような場合は、二次熱交換器を水配管システムに設けるな
どの対策を施してください。

(4) 流量低下
タンク、蓄熱槽などにて、ブライン回路が開放系となる場合には、
配管抵抗の他に実揚程（ヘッド）を考慮して、ユニットに必要
な循環水量が必ず確保できるようにポンプを選定願います。

(5) ポンプ残留運転について
本ユニットは、ブライン冷却器の凍結防止のため、「切」後1
分間のブラインポンプ残留運転が必要です。
1) ブラインンポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御さ
れている場合
・残留運転制御は、すでに組み込まれています。

2) ブラインポンプが別盤にて制御されている場合
・ユニット「切」後1分間のブラインポンプ残留運転を 　
お願いします。

(6) 凍結防止運転について
本ユニットは冬季、夜間などのポンプの停止している場合にブ
ライン冷却器の凍結防止のために、ポンプを補助運転させる機
能を標準装備していますので、ご使用ください。
1) ポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御している場合
・ ブライン出口温度が凍結点+3℃以下になるとポンプ運転
指令を「ON」してポンプを補助運転させます。
・ ブライン出口温度が凍結点+5℃まで上昇するとポンプ運
転指令を「OFF｣ してポンプを停止させます。

2) ポンプが別盤にて制御されている場合
・ 凍結防止のためにブライン温度低下時は、1) と同様なポ
ンプ運転をお願いします。

(7) ユニットへのブライン供給を二方弁にて制御している場合
ユニット「切」から1分後に二方弁を「閉」としてください。

(8) ドレン配管の接続
本ユニットは機械室にドレンパンを取り付けており，ユニット
右側面にドレンの排水口を設けています。ドレン排水口を塞が
ないようにしてください。
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電気設備仕様
200V仕様

400V仕様
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最低保有ブライン量
●BAL-SP40, 50, 60, 80, 100, 120, 180KF
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（2） BAL-40ASA～ 120ASA
 BAL-40ASLA～ 120ASLA

据付工事に関する注意事項

1. 据付工事
(a) 据付
（イ） ユニットの吊上げはユニット枠の4本の吊具を利用してください。
（ロ） ユニットの基礎はコンクリート又は鋼製としてください。
（ハ） 据付けの際は基礎の上に付属の防振パッドを敷き、その上にユニットを据え付けてください。
 基礎ボルトのナットは指で締め付ける程度で十分です。
（ニ） ユニットは運転中に結露する箇所がありますので、必ず基礎に排水溝を設けてください。

(b) 据付スペース
ユニットの据付けに際しては、ユニットの周囲に保守・点検のためユニット外形図に示すスペースを確保してください。

2. 配管工事
(a) ブライン
（イ） ブライン冷却器のブライン出入口にはフランジを使用しています。（相フランジ付）
 ブラインは反サービス面より見て左より入り右に出るように配管します。
（ロ） ブラインの出入口に温度計を是非付けてください。サービスの際に便利です。
 また、配管には適宜仕切弁を付け、ブライン冷却器だけ切り離してブライン抜きができるようにしておいてくだ

さい。
（ハ） 清掃時に化学洗浄剤が使えるようにブライン冷却器と仕切弁の間に接続口を付けてください。
（ニ） ブラインポンプの振動、騒音が問題になるときはポンプの吸込、吐出管の一部に可撓管を使用してください。
（ホ） ブライン入口配管には清掃可能なストレーナー（20メッシュ程度）を設けてください。
（ヘ） 配管には適宜吊具を付けて、ブライン冷却器の継手に無理な荷重がかからないようにすること、及びブライン配

管の防熱をすることは勿論です。
（ト） ブラインの出入口にヘッドロス測定用圧力取出口を設けてください。
 ブライン流量が規定水量（使用制限）内であることの確認の際便利です。
（チ） ブラインの許容水圧（上限）は「1.0MPa」です。この値以上の水圧がかからないようにしてください。

3. 電気工事
(a) 主電源接続
（イ） 主電源の電圧変動は名板値の±5％以内（一時的に±10％以内）、また相間アンバランスは2％以内であること

を確認してください。
（ロ） 電動機の回転方向はオイルセパレーター側から見て右回転としてください。 圧縮機のサイトグラスでゲートロー

ターがモーター側へ回転するのが正回転です。
(b) 制御回路接続
（イ） ブラインポンプのインターロックを必ずとってください。
（ロ） 電熱器（オイルヒーター）回路はシーズン中、常に通電する必要があるので夜間等主電源を切る恐れのある場合

はヒーター回路だけ主電源とは別の電源からとるようにしてください。
（ハ） ユニットは必ずアースしてください。

(c) 配線チェック
下記項目をチェックしてください。
（イ） 電源サイズ、遮断器サイズは適当か。
（ロ） 電気工事は規格を満足しているか。
（ハ） 結線に誤りはないか。
（ニ） インターロックは正しく作動するか。
（ホ） コンタクターの各接点は均一に当たっているか。作動は確実か。

(d) ポンプの連動運転による水温上昇防止
 ユニットの停止中にポンプのみ運転しますと、ポンプの発熱により水温が異常上昇することがあります。
 水温上昇（MAX.35℃）によりポンプを停止させる保護サーモを設けてください。
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電気設備仕様
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（3）BALV-P40AE1～ P60AE1
据　付
(1) 据付スペース
空冷式ブラインクーラの性能は、据付けの良否によって大きく
影響されます。
据付けに際しては、いろいろな条件により制約を受けますが、
性能を十分に発揮させるため風吸込スペースの確保、保守点検・
サービスのためスペースを第一条件として考慮願います。
5台以上のユニットを集中設置する場合は、ショートサイクル
の危険性がありますので、各販売店へお問い合わせください。

●据付に関する基準
空冷式ブラインクーラの据付けに関しては「冷凍装置の施
設基準KHKSO402」が適用されます。
引用：冷凍装置の施設基準KHKSO402「3.3 作業に必要な空間」

(2) 項： 冷凍装置の主な運転操作をする側及び操作盤
の前面は、呼び冷凍能力20トン以上の設備に
あっては1200mm、3トン以上20トン未満
の設備にあっては900mm以上の空間距離を
設けること。

以上の基準とサービスを考慮し、サービススペースを確保
されるようお願いします。

(2) 据付場所チェックシート
据付場所については、設計段階で次の項目に対して問題がない
かどうかチェックしてください。

(3) 据付場所の注意補足
1) 大気中に油が含まれる雰囲気へのユニット設置は避けてく
ださい。樹脂ファンが油中のエステル系成分により侵食さ
れファン破損の原因となります。

2) 大気中に硫化水素等の硫黄化合物を含む雰囲気の場所や排
気ガス又は塩分を含む潮風が直接機器に当たる場所へのユ
ニットの設置は避けてください。配管の腐食、冷媒漏れの
原因となります。

3) 本ユニットは外気温度低下時の運転において、送風機の稼
働台数と回転数を減少して風量を減らすように制御します
ので、強い季節風による影響が大きくなります。したがって、
据付けにあたっては次のような注意が必要です。
(A) 強い風（主に季節風）が直接空気熱交換器に当たらない
ように、風向きや据付場所に注意してください。

(B) 強い風が避けられない場合は、防風フード、防風壁等を
設置してください。

(4) 防音壁据付・ショートサイクルに関する注意
1) 1 台設置の場合

2) 3 台設置の場合

(5) 騒音に関する注意
仕様書やカタログ記載の騒音値は無響
音室換算したものです。運転条件が異
なったり、反響音の影響のある場所で
は、概略 4dB ～ 6dB 高くなること
があります。
また、BALV 形をゲタ基礎に据え付
ける場合は、ユニットの下面と床面間の反響により、騒音が6
～9dB程度高くなることがありますのでご注意ください。

(6) ビルの塔屋に据え付ける場合のお願い
ビルの塔屋にBALV形を据え付ける場合は、保安機器の定期
点検や通常の点検・サービスが容易に行えるよう設計計画時に
下記点をご検討されるようお願いします。
1) BALV形の周囲には手すり又はフェンス等を設けてください。
2) 「計画タラップ」では点検・サービス時の昇降が危険ですの
で図のような階段方式としてください。

(7) 防雪対策
積雪が考えられる地方においては防雪対策を実施してください。
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(8) アルミフィンの保護
屋外機で特にダメージを受けるのは、空気側熱交換器（フィン
付熱交換器）のアルミフィンです。
フィン面が潮風を直接受けない向き、位置に設置してください。
海岸近くの潮風だけでなく、ゴミ焼却場などの煙も腐食性を持
つことが多いので、同様に注意してください。
海岸近くに設置される場合は、耐重塩害仕様を準備しておりま
すので、注文時にご指示願います。

（注）JRA耐塩害仕様、JRA耐重塩害仕様に関して
JRA基準（空調機器の耐塩害試験基準：JRA9002）は、屋
外設置機の外郭（3.2mm以下の薄板鋼板又は形鋼により制
作されたキャビネット）を構成する部品の塗膜試験方法につ
いて規定するものですから、厳密に言えば上記空気側交換器
のアルミフィンは該当しませんが、腐食環境に設置されるア
ルミフィンの防食のため、耐食性プレコートフィンを使用し
ています。

(9) ユニットの設置
振動防止のため防振パッド又は防振装置の取付けをお勧めしま
す。
ユニットを設置する場合には、基礎の上に防振パッド（現地手
配）を敷き、その上にユニットを乗せてください。
（防振パッドは次表を参照の上、現地にて手配願います。）
防振パッドを使用の場合、基礎ボルトのナットは、軽く締め付
けてください。固く締め付けますと、防振効果がありませんの
で注意してください。

電気設備
●電気設備選定
トランス、配線ブレーカー等の電気設備機器は、別途提出の電気
工事仕様書により選定、施工願います。

配管の設計工事
(1) ブライン配管施工上の注意
●ブライン配管の出入口を間違えないようにしてください。
●配管には接手バルブを設け、サービス性を考慮してください。
●ブライン配管の出入口に温度計を設けておくと運転状態を確
認することができます。

●ブライン配管の熱損失を防ぎ、配管表面への結露を防止する
ため完全な断熱工事を行ってください。

●固体防止のため、配管にはフレキシブルジョイントを設け、
振動が配管に伝わらないようにしてください。

●BALV形の入口配管には必ず清掃可能なストレーナー
 （現地手配：20メッシュ以上）を設け、ボルトや石類等の異
物がブライン側熱交換器に入らないようにお願いします。 下
図参照。

●出入口配管には、サービス時等にブライン側熱交換器内のブ
ラインが抜けるよう、ドレンバルブを設けてください。

●配管には適宜吊り具を付けて、ブライン側熱交換器のアダプ
ターに無理な荷重がかからないようにしてください。

●ブライン配管にはブライン抜きが出来るようにブライン抜き
バルブを設置してください。

  長期停止する場合や外気温度がブライン凍結点以下になる場
合は水 (ブライン )を抜いてください。

●蓄熱槽やクッションタンクなどをブライン配管に設けるシス
テムでは、タンクへ戻すブライン配管は下図に示すように行
い、空気の泡ができないように施工してださい。 

 ブライン中の溶存酸素が増加すると、ブライン側熱交換器及
びブライン配管の腐食が促進されます。

●ブライン系統の異物除去のため清掃可能なストレーナー
 （現地手配：20メッシュ以上）の取付けをお願いします。

(2) ポンプ伝播音の防止
ポンプの振動が配管を伝わって室内で音となって表れることが
あります。ポンプの伝播音防止対策として下記のような対策を
実施ください。

●ポンプの吸込・吐出側にフレキシブルジョイントを設ける。
●ポンプは、防振ゴムを使用する。
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(3) 水質基準
水質基準に適合した水をご使用ください。
水質の悪化は、故障や水漏れ等の原因となることがあります。

ブラインは飲用・食品製造用には直接使用しないでください。
直接使用すると健康を害する可能性があります。
このような場合は、二次熱交換器を水配管システムに設けるな
どの対策を施してください。

(4) 流量低下
タンク、蓄熱槽などにて、ブライン回路が開放系となる場合に
は、配管抵抗の他に実揚程（ヘッド）を考慮して、ユニットに
必要な循環水量が必ず確保できるようにポンプを選定願います。

(5) ポンプ残留運転について
本ユニットは、ブライン冷却器の凍結防止のため、「切」後1
分間のブラインポンプ残留運転が必要です。
1) ブラインンポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御
されている場合 

 ・残留運転制御は、すでに組み込まれています。
2) ブラインポンプが別盤にて制御されている場合
・ユニット「切」後1分間のブラインポンプ残留運転を 　
お願いします。

(6) 凍結防止運転について
本ユニットは冬季、夜間などのポンプの停止している場合にブ
ライン冷却器の凍結防止のために、ポンプを補助運転させる機
能を標準装備していますので、ご使用ください。
1) ポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御している場合
・ ブライン出口温度が凍結点+3℃以下になるとポンプ運転
指令を「ON」してポンプを補助運転させます。
・ ブライン出口温度が凍結点+5℃まで上昇するとポンプ運
転指令を「OFF｣ してポンプを停止させます。

2) ポンプが別盤にて制御されている場合
・ 凍結防止のためにブライン温度低下時は、1) と同様なポ
ンプ運転をお願いします。

(7) ユニットへのブライン供給を二方弁にて制御している場合
ユニット「切」から1分後に二方弁を「閉」としてください。

(8) ドレン配管の接続
本ユニットは機械室にドレンパンを取り付けており，ユニット
右側面にドレンの排水口を設けています。ドレン排水口を塞が
ないようにしてください。
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電気設備仕様
200V仕様

400V仕様
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440V仕様
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最低保有ブライン量
●BALV-P40AE1, P50AE1, P60AE1
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BFL-SP-Eシリーズ
〈1〉仕様

リモートコンデンサー：RMA
項目  形名 RMA-50DA RMA-60DA RMA-80DA RMA-100DA

電源 三相　200V 50/60Hz

管内容積 L

m3/min

kW

kW

kg

mm

mm

49.8 56.9 75.9

送風機

形式 プロペラファン（エクストラファン）

風量 860/1015 1050/1240 1025/1205

電動機

極数 8P

称呼出力 0.7×4 0.7×5

入力 3.0/4.0 3.75/5.0

台数 4 5

製品質量 640 735 800

塗装色 マンセル 5Y 8/1

配管
ガス配管（銅管） φ44.45 φ44.45 φ53.98

液配管（銅管） φ38.1 φ44.45 φ44.45

81.6

1210/1420

0.7×6

4.5/6.0

6

1200

φ53.98

φ53.98

凝縮圧力調整装置 凝縮圧力調整弁

仕様外気温度範囲 -20℃～+38℃

保護装置 送風機用電動機巻線サーモ

付属品 現地配管接続用フランジ

高圧ガス保安法区分 －

注. 下記仕様はオプション対応となります。
 1）耐塩害仕様
 2）重耐塩害仕様
 3）異電圧（400V級）

項目  形名 BFL-SP50E BFL-SP60E BFL-SP80E BFL-SP100E

使用温度範囲（ブライン出口） － -10℃～ +5℃

性能 〈注1〉
冷却能力 kW 82.1/96.9 107.0/126.2 127.1/150.0 159.1/186.3

消費電力 kW 33.7/42.0 42.7/53.5 48.1/59.9 64.6/80.9

容量制御 % 100-40%（連続）

電源 〈注2〉 － 三相200V 50/60Hz

圧縮機

形式 － 半密閉シングルスクリュー圧縮機 × 1台

形名 － MS-BE13M MS-BE13L MS-BE14M MS-BE14L

呼称出力 kW 22 30 37 45

始動方式 － スター・デルタ始動

1日の冷凍能力 (法定トン ) トン 12.22/14.72 15.45/18.62 18.25/21.99 23.85/28.73

ヒーター W 180

空冷凝縮器 

形式 － フィンチューブ式

形名 － RMA-50DA× 1 RMA-60DA× 1 RMA-80DA× 1 RMA-100DA× 1

電動機 kW 0.7 × 4 0.7 × 5 0.7 × 5 0.7 × 6

風量 m3/min 860/1015 1050/1240 1025/1205 1210/1420

消費電力 kW 3.0/4.0 3.75/5.0 3.75/5.0 4.5/6.0

冷却器
形式 － ブレージングプレート式

ブライン配管サイズ － JIS10K-80A

受液器
形式 シェル式

内容積 リットル 167 211

エコノマイザー 形式 － ブレージングプレート式

冷媒 － R404A〈現地チャージ〉

冷凍機油 － エステル油［MEL56(N)］〈現地チャージ〉

制御方式 － マイコンコントローラーによる全自動運転  ( ブライン出口温度制御 )

保護装置 －
高圧圧力開閉器・低圧異常検知回路・凍結防止サーモ・巻線温度サーモ・過電流継電器・吐出過熱度保護サーモ・

逆転防止リレー・安全弁（SP80E～ SP100E)・操作回路用ヒューズ・吐出温度保護センサー

高圧ガス保安法区分 － 届出不要 50Hz: 届出不要 ,60Hz: 届出 届出

据付条件 － 屋内設置、周囲温度 :0～ 38℃、外気温度：-20～ 38℃

製品質量（計画値） kg 1050 1100 1200 1250

運転質量（計画値） kg 1200 1250 1270 1450

外 形 寸 法  
 （計画値）

幅 mm 2715

奥行 mm 1130

高さ mm 1512

注1. 性能は，ブライン温度：入口 /出口＝0/-5℃、外気温度：30℃、エチレングリコール系ブライン（ナイブライン40wt%）の場合です。
注2. 400V級電源のご要求にも応じます。
注3. 低温仕様（-11℃～ -15℃）にも応じます。個別相談願います。
注4. この仕様表は機器の改定のため、予告なく変更することがあります。
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●BFL-SP50E

●BFL-SP60E

〈2〉外形寸法図
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ユニット外形
4-φ24穴

Ｌ形基礎ボルト
（現地準備）

防振パッド
（支給品）

ブライン入口

ブライン出口

756374

冷媒入口
銅管φ44.45 

冷媒出口
銅管φ44.45

392 3481975

600 5002715

電源引込口

冷媒圧縮機
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制御箱
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ブライン入口

ブライン出口
JIS 10K-80A

ドレンホース
　※注3
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安全弁1/2B
(受液器用)
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(プレート熱交換器
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ユニット外形
4-φ24穴

Ｌ形基礎ボルト
（現地準備）

防振パッド
（支給品）

基礎ボルト詳細図
ユニット当り面

(ユニット上面より見る)

基礎ボルト詳細図
ユニット当り面

(ユニット上面より見る)

JIS 10K-80A

ブライン入口

ブライン出口

756374

冷媒入口
銅管φ38.10

冷媒出口
銅管φ44.45

注意
1. ユニットの据付けに際しては、ユニットの周囲に保守・点検のため、図示のスペ

ースを確保ください。
2. プレート熱交換器内に異物が入ると、伝熱面を傷付ける恐れ及び目詰まりの原因

になりますので、ブライン入口配管に必ず、ユニット取付けのストレーナーと清
掃可能なストレーナー（20メッシュ程度）を設けてください。

3. 圧縮機の露をドレンホースにより排出しますので、ホースの出口を排水口へ導い
てください。

注意
1. ユニットの据付けに際しては、ユニットの周囲に保守・点検のため、図示のスペ

ースを確保ください。
2. プレート熱交換器内に異物が入ると、伝熱面を傷付ける恐れ及び目詰まりの原因

になりますので、ブライン入口配管に必ず、ユニット取付けのストレーナーと清
掃可能なストレーナー（20メッシュ程度）を設けてください。

3. 圧縮機の露をドレンホースにより排出しますので、ホースの出口を排水口へ導い
てください。

ナット
（軽く締め付け
てください。）

ナット
（軽く締め付け
てください。）
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●BFL-SP80E

●BFL-SP100E
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ユニット外形
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冷媒圧縮機
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ブライン入口

ブライン出口
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ブライン冷却器
(プレート熱交換器
インシュレーション済)

JIS 10K-80A

756374

安全弁3/4B
(受液器用)

冷媒入口
銅管φ44.45

冷媒出口
銅管φ53.98
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05
2
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Ｌ形基礎ボルト
（現地準備）

ドレンホース
　※注3

安全弁1B
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（インシュレーション済）

制御箱

ブライン入口
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ブライン入口
JIS 10K-80A

ブライン出口
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サービス
スペース
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スペース

ブライン冷却器
(プレート熱交換器
インシュレーション済)

756374

安全弁3/4B
(受液器用)

冷媒入口
銅管φ53.98 

冷媒出口
銅管φ53.98

3
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2
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Ｌ形基礎ボルト
（現地準備）

ドレンホース
　※注3
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(圧縮機用)
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基礎ボルト詳細図 ユニット当り面
(ユニット上面より見る)

注意
1. ユニットの据付けに際しては、ユニットの周囲に保守・点検のため、図示のスペ

ースを確保ください。
2. プレート熱交換器内に異物が入ると、伝熱面を傷付ける恐れ及び目詰まりの原因

になりますので、ブライン入口配管に必ず、ユニット取付けのストレーナーと清
掃可能なストレーナー（20メッシュ程度）を設けてください。

3. 圧縮機の露をドレンホースにより排出しますので、ホースの出口を排水口へ導い
てください。

ナット
（軽く締め付け
てください。）

基礎ボルト詳細図 ユニット当り面
(ユニット上面より見る)

注意
1. ユニットの据付けに際しては、ユニットの周囲に保守・点検のため、図示のスペ

ースを確保ください。
2. プレート熱交換器内に異物が入ると、伝熱面を傷付ける恐れ及び目詰まりの原因

になりますので、ブライン入口配管に必ず、ユニット取付けのストレーナーと清
掃可能なストレーナー（20メッシュ程度）を設けてください。

3. 圧縮機の露をドレンホースにより排出しますので、ホースの出口を排水口へ導い
てください。

ナット
（軽く締め付け
てください。）
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●RMA-50DA

●RMA-60DA

吊ボルト

基礎図（参考）

1995
194525 25

空気吸込
冷媒液配管

冷媒ガス配管

電源引込口
小パネル付属
穴は現地加工

空気吹出

空気吸込

1
9
4
6

2490
2690

100100

基礎ボルト穴
4×M12用

フランジ付属
（現地配管用）

815

4
2
2

基礎ボルトM12
（現地手配）

ドレン排出用
50ｍｍ

1085 1185140140 140

1
4
0

1
4
0

2
0
9
5

1
9
4
5

2690
2490

7
5

7
5 100 100

3
7
0

1
2
0(150)

製品質量 735kg

銅管φ44.45

銅管φ44.45

注意
1. ユニットの周囲には、据付・保守・点検及び風
の吸込スペースとして、少なくとも1.2ｍ以上確
保してください。

2. 冬季降雪のはげしい地方では、防雪フードを取
り付けてください。

3. 暴風による災害を防止するためユニットは、必
ず基礎ボルトで固定してください。

4. 空冷凝縮器の据付面は、ドレン排水が容易な構
造としてください。

空気吹出

空気吸込空気吸込

４×Ｍ１２用

５０ｍｍ(現地手配)

(現地配管用)

小パネル付属
穴は現地加工

銅管φ３８．１

銅管φ４４．４５

基礎図（参考）

(150)

1
2
0

3
7
0

1
7
4
2

100 1002490
2690

815

7
5

7
5

1
9
4
5

2
0
9
5 140 1085 140 1185 140

100 2490 100

2690

1
4
0

1
4
0

25 251945
1995 基礎ボルト穴

ドレン排出用基礎ボルトＭ１２

吊ボルト

フランジ付属

電源引込口

冷媒液配管

冷媒ガス配管

4
2
2

注意
１． ユニットの周囲には、据付・保守・点検及び風の吸い込み
スペースとして、少なくとも１.２ｍ以上確保してください。

２． 冬季降雪のはげしい地方では、防雪フードを取り付てくだ
さい。

３． 暴風による災害を防止するため、ユニットは必ず基礎ボル
トで固定してください。

４． 空冷凝縮器の据付面は、ドレン排水が容易な構造としてく
ださい。
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●RMA-80DA

●RMA-100DA

注意
1. ユニットの周囲には、据付・保守・点検及び風の吸
込スペースとして、少なくとも1.2ｍ以上確保して
ください。

2. 冬季降雪のはげしい地方では、防雪フードを取り付
けてください。

3. 暴風による災害を防止するためユニットは、必ず基
礎ボルトで固定してください。

4. 空冷凝縮器の据付面は、ドレン排水が容易な構造と
してください。

銅管φ44.45

銅管φ53.98

小パネル付属
穴は現地加工

(現地配管用)
４×M１２用

(現地手配) ５０ｍｍ

基礎図（参考）
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〈3〉電気配線図
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F
0
3

U
F0
D

V
F0
D

W
F0
D

5
2
F0
D

U
F0
C

V
F0
C

W
F0
C

5
2
F0
C

M
F
0
5

U
F0
B

V
F0
B

W
F0
B

5
2
F0
B

M
F
0
2

U V W U V W U V W U V W U V W

(1
)

(2
)

4
9
F

0
3

(1
)

(2
)

4
9
F

0
5

(1
)

(2
)

4
9
F

0
1

(1
)

(2
)

4
9
F

0
2

(1
)

(2
)

4
9
F

0
6

K
0
A

K
0
A

K
0
B

U
F0
A

V
F0
A

W
F0
A

U
F0
B

V
F0
B

W
F0
B

U
F0
C

V
F0
C

W
F0
C

U
F0
D

V
F0
D

W
F0
D

U
F0
A

V
F0
A

W
F0
A

U
F0
B

V
F0
B

W
F0
B

U
F0
C

V
F0
C

W
F0
C

U
F0
D

V
F0
D

W
F0
D

M
F0 5

M
F
0
6

U V W

(1
)

(2
)

4
9
F

0
4

6
9 W
2

電
源
は
仕
様
書

に
よ
り
ま
す

R S T

(R
)

(S
)

(T
)

 1
0
9

 1
1
0

4
7

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

メ
グ
耐
圧
テ
ス
ト

緊
急
停
止

常
時

v
2
0
0

＊
/2
0
0
V

TR
1

（
異
電
圧
時
の
み
取
付
け
ま
す
） 

注
意

＊
印
は
電
源
電
圧
を

示
し
ま
す

電
源
仕
様
は
仕
様
書
を

参
照
く
だ
さ
い

H
1

Y
1

K
X

K
Y

X
1

2
0
0
Y

2
0
0
X

2
4
X

2
4
Y

1
8
X

1
8
Y

C
N
T

C
N
4
0
1
Ａ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源

Ａ
Ｃ
１
８
Ｖ
電
源

C
N
D

R
0

S
0

TR電 源

C
N
R
S
2

大
形
メ
イ
ン
基
板

（
Ｍ
４
Ｍ
ＡＩ
Ｎ
）

FG

電
源
引
込
み
端
子

C
N
T

C
N
4
0
1

C
N
D

Ａ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源

Ａ
Ｃ
１
８
Ｖ
電
源

C
N
R
S
2

大
形
サ
ブ
基
板
１

（
Ｍ
４
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
）

P
S

D
C
1
2
V

FG

C
N
LV
S

1
2
V
+

1
2
V
-

C
N
R
S
2
1

C
N
R
S
2
2

C
N
R
S
2
3

C
N
R
S
2
4

C
N
R
S
2
6

C
N
R
S
2
7

S
R

D
C
2
4
V

FG

2
4
V
+

2
4
V
-

C
N
R
S
3

 送
風
機

巻
線  

ブ
ラ
イ
ン

ポ
ン
プ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

 

記
号
説
明
図
． 注
７
参
照

C
2
1

C
2
2

C
T

K
L

ユ
ニ
ット
電
流

※
0
～
6
0
0
A

メ
イ
ン
基
板

Ｃ
Ｎ
５
０
６
－
５
，６
へ

（
D
C
 0
～
5
V
）

C
M
D

＋
－

注
意

（
電
流
制
限
 ま
た
は

  デ
マ
ン
ド
時
に
取
付
け
ま
す
）

凝
縮
器
用
送
風
機

D
3

D
6

(N
)

(N
)

(N
)

送
風
機
巻
線【
Ｒ
Ｍ
Ａ
－
１
０
０
Ｄ
Ａ
】

 D
5

(N
)

D
4

(N
)

D
7

(N
)

※記号説明および注意事項は別ページに記載
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3
2

1
3
2
1

6
5
4

8
7

6
5

4
3

2
1

8
7

6
5

4

7 4
2 C

6
C

3

(2
1
)

(2
2
)

4
2 C

(2
1
)

(2
2
)

6
C

5
1

7
5

(3
)

(1
)6
3
H

3
1

(9
5
)

(9
6
)

5
1
C

3
4

1
2

3
4

1
2

5
2 C3

1

R
L

21

3
2

1

2
6
C

3
2
1

3
2

1
6

5
4

5
3

1

O
L

3
1

5
1

7
9

7
9

5
1

3
5

1
6

6
2

3

2
1
C
1

2
1
C
2

2
1
C
3

2
1
S
C

5
7

3
1

5
1

3
5

1
3

7

3
2

1

21
A B

M
1

M
2

SM
3

M
4

1
2

3

1
2

1
2

3

3
4

1
2

3

5
6

1
2

3

7
8

T4S

T4b

T4B

T4A

T3S

T3b

T3B

T3A

T2S

T2b

T2B

T2A

T1S

T1b

T1B

T1A

FG
FG

FG
FG

1
2

3
1

2
1

2

S
V E1

5
3

5
2

F0
A

(C
O
M
)

(N
.C
)

TS

5
2

F0
C

5
2

F0
D

5
2

F0
B

531

C
N
5
0
1

C
N
D

大
形
メ
イ
ン
基
板（
Ｍ
４
Ｍ
ＡＩ
Ｎ
）

C
N
5
0
3＋ ５ Ｖ

信 号
Ｇ Ｎ Ｄ

C
N
5
0
6

C
N
5
0
2

高
圧
圧
力

圧
縮
機

吐
出
温
度

TH
1
3

H
P
1

圧
縮
機
運
転
回
路

 

高
圧

開
閉
器

圧
縮
機

過
負
荷

ス
タ
ー
回
路

Δ
回
路

C
N
6
1
0

C
N
7
0
7

C
N
4
0

1O
N

O
FF

10

入 切

１
０
進
ロ
ー
タ
リ
ー

1O
N

O
FF

10

1O
N

O
FF

10

En
te
r

↑ ↓

Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ
電
源

LD
1

S
W
0
4

S
W
0
5
S
W
0
8

S
W
0
6

S
W
0
7

S
W
0
1
S
W
0
2
S
W
0
3

S
W
0
9

C
N
4
1

ジ
ャ
ン
パ
ー
用
コ
ネ
ク
タ
ー

C
N
6
0
9

7
6

7
7

7
8

5
2

5
0

4
9

4
8

4
7

4
6

4
5

C
N
S
1

記
号
説
明
図

注
８
参
照

6
2

6
3

6
9

6
8

4
3

4
4

5
1

C
N
5
0
4

C
N
5
0
5

＋ ５ Ｖ
信 号

Ｇ Ｎ Ｄ

低
圧
圧
力

LP
1

8
2

8
3

8
4

＋ ５ Ｖ
信 号

Ｇ Ｎ Ｄ

ポ
テ
ン
シ
ョ

メ
ー
タ
ー

P
M

8
5

8
6

8
7

異 常

C
N
6
0
8

6
4

6
5

6
6

6
7

7
0

7
1

7
2

7
3

運 転

5
6

5
5

4
2

4
1

4
0

C
N
6
0
4

容
量
制
御
回
路

 

C
N
6
0
2

C
N
6
0
1

C
N
6
0
3

C R
C R

C R
C R

エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

2
1

2
3

C
N
6
0
5

C
N
6
0
6

C
N
6
0
7

黒
白

赤

C
N
A
R

C
N
R
S
1

+
-運
転
状
態
モ
ニ
タ
ー

Ｓ
Ｒ（
＋
）へ

D
C
2
4
V

（
Ｆ９
３
０
－
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ｓ
Ｒ（
－
）へ

Ｓ
Ｒ（
＋
）へ

Ｓ
Ｒ（
－
）へ

FG

圧
縮
機

モ
ー
タ
ー
室
温
度

ブ
ラ
イ
ン

入
口
温
度

ブ
ラ
イ
ン

出
口
温
度

Ｐｔ
変
換
基
板
①

TH
3

TH
6

TH
8

4
8
A

吐
出
温
度

プ
レ
ー
ト
熱
交

内
部
水
温

TH
1
4

7
4

7
5

C
N
P
T1

C
N
P
T2

C
N
P
T3

C
N
P
T4

C
N
0
2

C
N
5
V

C
N
2
4
V

CN
12
V

7
9

8
1

9
2

9
3

Ｃ
Ｍ
Ｄ
へ （
＋
）

（
－
）

※
注
意

（
電
流
制
限
 ま
た
は

  デ
マ
ン
ド
の
場
合
に
取
付
）

2
8

2
6

C R

主
液
回
路

（
７
）

（
８
）

（
６
）

（
４
）

（
３
）

（
５
）

送
風
機
運
転
回
路

 

3
0

3
1

2
9

3
2

5
3

ファ
ン
イ
ン
タ
ー
ロッ
ク

テ
スト
ス
イッ
チ

3
7

※記号説明および注意事項は別ページに記載
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ク
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ラ 

〈
リ
モ
ー
ト
空
冷
式
〉 
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3
4

1
2

5
6

7
8

3
4

1
2

5
6

9
1
0K2
6
K2
5
K2
4
K2
3
K2
2
K2
1

K1
8
K1
7

K1
6
K1
5
K1
4
K1
3
K1
2

3
4

1
2

5
6

7

K
6
K
5
K
4

K
3
K
2
K
1

1
2

3
4

3
4

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

4
9
C

5
6

(C
)

(A
)4
7

3
(G
N
D
)

-

2
(S
IG
)

+

1
(V
C
C
)

9
1
0

7
8

5
4

6
3

1
2

3
4

1
2

5
6

7
8

1
2

3
4

3
4

5

1
2

3
4

5
C
O
M

K
5
2

K
5
1

3
2
1

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

3
4
5

4
3
2
1

3
4

1
2

5
6

4
3
2
1

9
1
0

7
8

5
4

6
3

1
2

2
1

K1
1

K3
1

K3
2

K3
3

K3
4

7

C

4
3

2
1

5

B
A

B
A

C

4
3

2
1

5

B
A

B
A

8
7
6
5
4

3
2

1 1
1

3
5

7
5
3
1

9
7
5
3
1

9
7
5
3
1

9
7
5

3
1

7
5
3
1

K
3
9

K
4
0

K3
5

K3
6

Ｐ
Ｂ
１

Ｐ
Ｂ
２

(5
)

(9
)6
9
W

X
2

(1
3
)

(1
4
)5
2
F

0
D

K
4
1

K4
2

K4
3

K
4
4

(5
)

(9
)

4
9
FX

K
1
9

K
2
0

X
A

X
B

X
E

X
D

X
C

X
C

X
D

X
E

X
A

X
B

3
X

3
0
X

R
X

1
2

1
2

3
1

3

6
9
W
2 ～

大
形
メ
イ
ン
基
板（
Ｍ
４
Ｍ
ＡＩ
Ｎ
）

C
N
7
0
5

C
N
7
0
4

内 部 ／ 外 部 サ ー モ 切 換

（ Ｏ Ｎ 外 部 サｰ モ ）

外 部 サ ー モ

デ マ ン ド

蓄 熱 ／ 通 常 切 換

（ Ｏ Ｎ 蓄 熱 ）

Ａ
Ｃ
２
４
Ｖ
入
力（
記
号
説
明
図
．注
７
，９
，１
０
参
照
）入 ／ 切

（ 遠 方 接 点 ）

接
点
、ト
グ
ル
ス
イ
ッ
チ
式

入
／
切
の
場
合

C
N
7
0
1

 Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
 パ
ル
ス
接
点
の
場
合

 
 切  

 入  

(+
)
(+
)

(+
)
(+
)
(-)

(-)

記
号
説
明
図
．注
７
参
照

C
N
7
0
2

C
N
7
0
3

運
転（
手
元
）

C
N
7
0
6

圧
縮
機

巻
線
温
度
 

逆
相
 

1
1
0
1
0
9

C
N
5
0
5

D
C
4
-2
0
m
A
入
力

C
N
7
0
2

C
N
7
0
6

Ｍ
制
御
遠
方
表
示
キ
ット

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
－
Ｙ
Ｕ
８
０
Ｈ
Ｋ
）

圧 縮 機

運 転
異 常

運 転

C
N
5
1

C
N
5
2

記
号
説
明
図
．注
７
参
照

記
号
説
明
図
．注
７
参
照

1
8
1
1
8
2

1
8
3
1
8
4
1
7
3
1
7
4
1
7
5

C
N
5
0
4

C
N
LV
1

C
N
LV
2

（
Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ
）

（
Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ
）

C
N
5
3

C
N
5
4

C
N
5
0
7

C
N
7
0
3

C
N
7
0
4

C
N
7
0
5

C
N
7
0
7

切 （ 押 し ボ タ ン ）

入 （ 押 し ボ タ ン ）

押
し
ボ
タ
ン
式
 入
／
切
の
場
合

フ
ァ
ン

イ
ン
タ
ー
ロッ
ク

1
0
8
1
0
7

1
0
6
1
0
5

1
0
4
1
0
3

C
N
8
0
2

C
N
8
0
1

0
-5
V
 O
U
T

0
-5
V
 O
U
T

LE
V
 O
U
T

記
号
説
明
図
．注
７
，８
  参
照

ＬＥ
Ｖ
１

主
回
路
用
ＬＥ
Ｖ

エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
回
路
用
ＬＥ
Ｖ

14
4
14
31
42
14
11
40

13
4
13
31
32
13
11
30

灰
橙
赤
黄
黒

ＬＥ
Ｖ
２

灰
橙
赤
黄
黒

C
N
5
0
6

大
形
サ
ブ
基
板
１（
Ｍ
４
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
）

C
N
6
0
6

C
N
6
0
7

C
N
6
0
5

C
N
6
0
4

C
N
6
0
3

C
N
6
0
2

C
N
6
0
1

C
N
T

ブ ラ イ ン ポ ン プ

運 転 指 令

交 流 電 源 （ ２ ０ ０ Ｖ ま で ）

記
号
説
明
図
．注
７
参
照

ブ
ラ
イ
ン

ポ
ン
プ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

 

手 元

Ｓ
Ｓ
１

遠 方

遠
方
/手
元
切
替

停
止（
手
元
）

1
0
2
1
0
1

1
1
1

1
1
2

1
1
3

1
1
4

（ オ プ シ ョ ン ）

1
6
0

1
6
1

送
風
機
巻
線

降 雪
常 時

降
雪
／
常
時
切
換

TS
2

※記号説明および注意事項は別ページに記載
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●記号説明
注
意 1
．保
護
開
閉
器
が
作
動
し
た
時
に
は
、表
示
灯（
Ｏ
Ｌ
）が
点
灯
し
ま
す
。

遠
方
又
は
手
元
よ
り
異
常
を
リ
セ
ット
し
、異
常
原
因
除
去
後
、

運
転
を
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．ブ
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
の
ポ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
は
、 
Ｋ
７
６
， Ｋ
７
７
に
必
ず
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

端
子
Ｋ
０
Ａ
－
Ｋ
０
Ｂ
間
の
送
風
機
巻
線
は
必
ず
接
続
願
い
ま
す
。

３
．遠
方
盤
用
と
し
て
、各
種
の
端
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

４
．ユ
ニ
ット
電
源
を
毎
日
切
ら
れ
る
場
合
に
は
、オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
＜
Ｈ
１
＞
は
別
電
源
と
し
、

常
時
通
電
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｘ
１
－
Ｋ
Ｘ
， Ｙ
１
－
Ｋ
Ｙ
の
短
絡
を
外
し
別
電
源
を
Ｋ
Ｘ
， Ｋ
Ｙ
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。）
　
　
　
　
　
　
　
　

５
. 点
線
は
弊
社
手
配
外
を
示
し
ま
す
。

６
．展
開
接
続
中
の
端
子
記
号
名
称
は
下
記
に
よ
り
ま
す
。

中
継
端
子

遠
方
盤
用
端
子

記
号
説
明 記
　
　
　
　
号
　

説
　
　
　
　
　
　
　
　
明

記
　
　
　
  号
　

説
　
　
　
　
　
　
　
明

6
C

電
磁
接
触
器（
圧
縮
機・
ス
タ
ー
回
路
）

電
磁
弁（
圧
縮
機
容
量
制
御
）

電
磁
接
触
器
(圧
縮
機・
Δ
回
路
）

逆
相
検
知
継
電
器

過
電
流
継
電
器（
送
風
機
）

電
磁
接
触
器（
圧
縮
機
）

高
圧
開
閉
器

圧
力
セ
ン
サ
ー（
高
圧
）

圧
力
セ
ン
サ
ー（
低
圧
）

2
1
C
1
～
2
1
C
3

4
2
C

4
7

4
9
C

5
2
F0
A
～
5
2
F0
D

5
2
C

6
3
H

H
P
1

LP
1

TH
1
4

温
度
セ
ン
サ
ー（
プ
レ
ー
ト
熱
交
内
部
水
温
）

温
度
セ
ン
サ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
入
口
）

TH
6

温
度
セ
ン
サ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
出
口
）

TH
8

温
度
セ
ン
サ
ー（
圧
縮
機
吐
出
）

TH
1
3

ス
イ
ッ
チ（
遠
方
／
手
元
）

S
S
1

FH
1

ヒ
ュ
ー
ズ

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー（
圧
縮
機
）

TR
, T
R
1

ト
ラ
ン
ス

M
4
M
A
IN

M
4
C
O
N
T

大
形
メ
イ
ン
基
板

大
形
サ
ブ
基
板

LD
1

７
セ
グ
メ
ン
ト
ＬＥ
Ｄ
パ
ネ
ル

O
L

表
示
灯（
異
常
－
橙
色
）

R
L

表
示
灯（
圧
縮
機
運
転
中
－
赤
色
）

W
L

表
示
灯（
電
源
－
白
色
）

S
W
0
1
～
0
3

デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ

S
W
0
6
～
0
8

押
し
釦
ス
イ
ッ
チ（
デ
ジ
タ
ル
操
作
用
）

S
W
0
9

１
０
進
ロ
ー
タ
リ
－
ス
イ
ッ
チ（
デ
ジ
タ
ル
操
作
用
）

C
R

サ
ー
ジ
キ
ラ
ー

4
9
F0
1
～
4
9
F0
6

温
度
開
閉
器（
送
風
機
巻
線
）

S
C
C

進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー（
圧
縮
機
） 
＜
オ
プ
シ
ョ
ン
＞

A
電
流
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
オ
プ
シ
ョ
ン
＞

７
．  
重
要
  設
備
側
の
配
線
施
工
上
の
ご
注
意
。

Ａ
Ｃ
２
４
Ｖ
以
下
の
低
電
圧
回
路
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
以
上
の
制
御
回
路
の
配
線
を

同
一
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
内
へ
収
納
し
た
り
、互
い
に
結
束
し
て
配
線
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
基
板
内
回
路
の
破
損
防
止
の
た
め
）

参
考

Ａ
Ｃ
２
４
Ｖ
以
下
の
低
電
圧
回
路
と
は
、接
点
入
力（
無
電
圧
、パ
ル
ス
、押
し
ボ
タ
ン
）、

Ｍ
－
Ｎ
ＥＴ
通
信
線
、Ｄ
Ｃ
４
～
２
０
ｍ
Ａ
入
力
線
等

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
以
上
の
制
御
回
路
と
は
、接
点
出
力
、ユ
ニ
ット
の
主
回
路
線
等

巻
線
サ
ー
モ（
圧
縮
機
）

８
．  
重
要
  端
子
 Ｍ
１
～
Ｍ
４
， Ｓ
（
シ
ー
ル
ド
線
の
シ
ー
ル
ド
ア
ー
ス
中
継
用
）

お
よ
び
Ｃ
Ｎ
４
０
， Ｃ
Ｎ
４
１（
ジ
ャ
ン
パ
ー
用
コ
ネ
ク
タ
ー
） 
の
接
続
に
関
す
る
ご
注
意
。

端
子
Ｍ
３
， Ｍ
４
 は
別
売
品
の
く
～
る
リ
モ
テ
ン
専
用
接
続
端
子
で
す
。

９
． 遠
方
接
点（
入
／
切
）へ
の
配
線

レ
ベ
ル
信
号（
接
点
、ト
グ
ル
ス
イ
ッ
チ
）の
場
合
は
、端
子
Ｋ
１
７
， Ｋ
１
８
 間
に
接
続
く
だ
さ
い
。

押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
の
場
合
は
、端
子
Ｋ
３
１
， Ｋ
３
２
 間
に「
入
」信
号

（「
入
」信
号
は
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
き
に
回
路
が「
Ｏ
Ｎ
」）
を
、

端
子
Ｋ
３
３
， Ｋ
３
４
間
に「
切
」信
号

（「
切
」信
号
は
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
き
に
回
路
が「
Ｏ
ＦＦ
」）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

吐
出
ガ
ス
サ
ー
モ

2
6
C

S
R

安
定
化
電
源

TH
3

温
度
セ
ン
サ
ー（
圧
縮
機
モ
ー
タ
ー
室
温
）

安
定
化
電
源

P
S

電
子
膨
張
弁

LE
V
1
, L
EV
2

P
M

ポ
テ
ン
シ
ョ
メ
ー
タ
ー

１
０
． 接
点
入
力
の
配
線

接
点
入
力
の
配
線
時
は
、図
面
と
同
じ
端
子
番
号
に
接
点
を
接
続
く
だ
さ
い
。

コ
モ
ン
端
子
を
共
通
で
使
用
す
る
よ
う
な
配
線
は
実
施
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

コ
ネ
ク
タ
端
子

2
1
S
C

電
磁
弁（
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
）

P
B
1

ス
イ
ッ
チ（
運
転（
手
元
））

C
M
D

電
流
変
換
器
　
　
　
　
　
　
　
＜
オ
プ
シ
ョ
ン
＞

C
T

変
流
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
オ
プ
シ
ョ
ン
＞

補
助
開
閉
器（
ブ
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
 ・ 
客
先
手
配
）

6
9
W
2

P
B
2

ス
イ
ッ
チ（
停
止（
手
元
））

4
9
FX

補
助
開
閉
器（
送
風
機
巻
線
）

補
助
開
閉
器（
ブ
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
リ
レ
ー
）

6
9
W
X
2

S
V
E1

電
磁
弁（
主
液
回
路
）

M
C

電
動
機（
圧
縮
機
）

M
F0
1
～
M
F0
6

電
動
機（
送
風
機
）

TS
ス
イ
ッ
チ（
フ
ァ
ン
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
テ
ス
ト
）

S
W

ス
イ
ッ
チ（
メ
グ
耐
圧
テ
ス
ト
）

P
A
C
-Y
U
8
0
H
K

変
換
基
板

Ｍ
制
御
遠
方
表
示
キ
ット

Ｐｔ
変
換
基
板
①
②

TS
2

ス
イ
ッ
チ（
降
雪
／
常
時
切
換
）
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〈4〉能力特性

5

0

－5

－10

〈50/60Hz〉

20 25 30

外気温度（℃）

35 38
ブライン
出口温度
（℃） 消費電力〈kW〉

30.5 /38.0 

29.7 /36.7 

28.3 /35.0 

26.9 /33.3 

消費電力〈kW〉

32.7 /40.8 

32.0 /39.6 

30.7 /38.1 

29.7 /36.9 

冷却能力〈kW〉

104.4 /124.1 

98.6 /115.6 

87.6 /103.0 

75.0 /88.6 

消費電力〈kW〉

35.2 /44.0 

34.7 /43.0 

33.7 /42.0 

32.8 /40.7 

冷却能力〈kW〉

97.7 /116.6 

92.8 /109.0 

82.1 /96.9 

70.1 /83.1 

消費電力〈kW〉

38.3 /47.7 

38.0 /47.1 

37.1 /46.0 

36.0 /44.5 

冷却能力〈kW〉

90.5 /108.5 

86.3 /101.9 

76.1 /90.2 

64.7 /77.1 

消費電力〈kW〉

40.4 /50.3 

40.1 /49.8 

39.2 /48.5 

38.0 /46.9 

冷却能力〈kW〉

85.9 /103.2 

82.2 /97.2 

72.2 /86.0 

61.1 /73.1 

冷却能力〈kW〉

110.6 /131.2 

103.9 /121.4 

92.4 /108.5 

79.2 /93.3 

●BFL-SP60E

5

0

－5

－10

〈50/60Hz〉

20 25 30

外気温度（℃）

35 38
ブライン
出口温度
（℃） 消費電力〈kW〉

38.5 /48.3 

38.0 /47.4 

36.0 /45.0 

34.1 /42.7 

消費電力〈kW〉

41.2 /51.6 

40.8 /50.9 

39.0 /48.8 

37.6 /47.0 

冷却能力〈kW〉

131.7 /155.7 

128.4 /150.3 

113.7 /133.7 

97.9 /115.4 

消費電力〈kW〉

44.4 /55.7 

44.1 /55.1 

42.7 /53.5 

41.4 /51.5 

冷却能力〈kW〉

123.9 /146.8 

121.2 /142.1 

107.0 /126.2 

91.9 /108.7 

消費電力〈kW〉

48.3 /60.6 

48.1 /60.2 

46.9 /58.4 

45.3 /56.2 

冷却能力〈kW〉

115.4 /137.1 

113.3 /133.3 

99.7 /117.9 

85.2 /101.1 

消費電力〈kW〉

51.0 /63.8 

50.8 /63.4 

49.4 /61.4 

47.7 /59.1 

冷却能力〈kW〉

109.9 /131.0 

108.2 /127.6 

95.0 /112.7 

80.9 /96.4 

冷却能力〈kW〉

139.1 /164.1 

135.1 /157.8 

119.8 /140.6 

103.1 /121.4 

●BFL-SP80E

5

0

－5

－10

〈50/60Hz〉

20 25 30

外気温度（℃）

35 38
ブライン
出口温度
（℃） 消費電力〈kW〉

43.2 /53.9 

42.5 /52.5 

40.3 /49.8 

38.2 /47.4 

消費電力〈kW〉

46.4 /57.7 

45.7 /56.6 

43.8 /54.4 

42.2 /52.4 

冷却能力〈kW〉

157.7 /187.0 

151.8 /178.0 

134.7 /158.5 

115.8 /136.7 

消費電力〈kW〉

50.1 /62.4 

49.5 /61.6 

48.1 /59.9 

46.6 /57.6 

冷却能力〈kW〉

148.5 /176.6 

143.6 /168.7 

127.1 /150.0 

109.1 /129.1 

消費電力〈kW〉

54.6 /68.4 

54.3 /67.7 

52.9 /65.7 

51.1 /63.2 

冷却能力〈kW〉

138.7 /165.5 

134.6 /158.7 

118.8 /140.6 

101.6 /120.7 

消費電力〈kW〉

57.8 /72.2 

57.5 /71.5 

55.9 /69.3 

53.9 /66.7 

冷却能力〈kW〉

132.6 /158.4 

129.0 /152.3 

113.5 /134.7 

96.7 /115.3 

冷却能力〈kW〉

166.2 /196.8 

159.5 /186.6 

141.6 /166.3 

121.8 /143.6 

●BFL-SP100E

5

0

－5

－10

〈50/60Hz〉

20 25 30

外気温度（℃）

35 38
ブライン
出口温度
（℃） 消費電力〈kW〉

58.3 /73.3 

56.6 /70.7 

53.8 /67.2 

51.1 /64.0 

消費電力〈kW〉

62.6 /78.8 

61.1 /76.6 

58.7 /73.8 

56.4 /70.4 

冷却能力〈kW〉

199.6 /235.1 

189.1 /220.0 

168.7 /197.0 

145.6 /170.8 

消費電力〈kW〉

67.7 /85.6 

66.6 /83.9 

64.6 /80.9 

62.0 /77.2 

冷却能力〈kW〉

188.0 /221.8 

178.8 /208.4 

159.1 /186.3 

137.1 /161.1 

消費電力〈kW〉

74.2 /93.6 

73.2 /91.7 

70.8 /88.3 

67.9 /84.3 

冷却能力〈kW〉

175.4 /207.4 

167.6 /195.9 

148.7 /174.7 

127.6 /150.6 

消費電力〈kW〉

78.3 /98.5 

77.3 /96.6 

74.6 /93.0 

71.5 /88.7 

冷却能力〈kW〉

167.5 /198.5 

160.5 /188.0 

142.0 /167.3 

121.5 /143.8 

冷却能力〈kW〉

210.5 /247.5 

198.7 /230.7 

177.4 /207.0 

153.3 /179.4 

＜注意事項＞
1. 本能力表はナイブラインZ1、右表の濃度における能力を示します。　
　

2. ブライン流量の制限によりブライン出入口温度が5℃差とならない領域があります。

ブライン出口(℃)
5，0
-5
-10
-15
-20
-25

濃度(%)
35
40
48
55
61
67

※ブライン濃度

3-420
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〈5〉冷媒配管系統図

N
o.

名
　
称

総
数
量

区
分

備
　
考

1
圧
縮
機

単
段
ス
ク
リ
ュ
ー

2
空
冷
凝
縮
器

フ
ィ
ン
ア
ン
ド
チ
ュ
ー
ブ
式

3
受
器
器

4
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器

プ
レ
ー
ト
式

5
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
用
熱
交
換
器

プ
レ
ー
ト
式

1
1
吐
出
逆
止
弁

圧
縮
機
吐
出
口

1
2
止
弁（
吐
出
）

1
3
逆
止
止
弁

液
入
口

1
4
止
弁（
受
液
器
出
口
）

冷
媒
チ
ャ
ー
ジ・
真
空
引
き

1
5
止
弁（
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
出
口
）

1
6
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
入
口
）

止
弁（
受
液
器
入
口
 E
C
O
,L
/I
） 

1
7
1
8
止
弁（
圧
縮
機
）

真
空
引
き
　
1
/4
フ
レ
ア

1
9
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
）

ド
レ
ン
抜
き
用
　
P
T1
/2

2
0 3
1
電
磁
弁（
主
液
）

S
V
E1

3
2
電
磁
弁（
EC
O
,L
/I
）

2
1
S
C

3
3 4
1
膨
張
弁（
主
液
）

電
子
式

4
2
膨
張
弁（
EC
O
,L
/I
）

電
子
式

4
3
凝
縮
圧
力
調
整
弁

4
4
圧
力
調
整
弁

5
1
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

主
液
ラ
イ
ン

5
2
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

圧
縮
機
内
臓

5
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

L/
Iラ
イ
ン

5
4
サ
イ
ト
グ
ラ
ス

5
5 6
1
高
圧
開
閉
器

６
３
Ｈ

6
2
温
度
開
閉
器

２
６
Ｃ

6
3
巻
線
サ
ー
モ

４
９
Ｃ

6
4
安
全
弁
元
弁

安
全
弁
元
弁（
受
液
器
用
）

6
5
安
全
弁

安
全
弁（
受
液
器
用
）

6
6 7
1
7
2
温
度
セ
ン
サ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
）

TH
6
、T
H
8
、T
H
1
4

7
3
温
度
セ
ン
サ
ー（
モ
ー
タ
ー
室
）

TH
3

7
4
温
度
セ
ン
サ
ー（
吐
出
）

TH
1
3

7
6
圧
力
セ
ン
サ
ー（
高
圧
）

H
P
1

7
7
圧
力
セ
ン
サ
ー（
低
圧
）

LP
1

8
1
圧
力
計（
高
圧
）

H
P

8
2
圧
力
計（
低
圧
）

LP
8
3
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

H
1

1
0
1
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
2
止
弁

1
0
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
4
エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

※ ※ ※ ※ ※ ※
２
６
Ｃ

６
３
Ｈ

４
９
Ｃ

T

T

T

T

T

S

送
風
機

項
目
設
計
圧
力

気
密
試
験
圧
力

区
分

高
圧
部

低
圧
部

2
.7
8
M
P
a

2
.8
0
M
P
a

1
.6
4
M
P
a

1
.7
0
M
P
a

ブ
ラ
イ
ン
入
口

（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

ブ
ラ
イ
ン
出
口（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

C
.J

C
.J

C
.J

C
.J

サ
イ
ト
グ
ラ
ス

１
．ブ
ラ
イ
ン
入
口
配
管
に
は
必
ず
ユ
ニ
ット
取
付
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と

清
掃
可
能
な
ス
ト
レ
ー
ナ
ー（
２
０
メ
ッ
シ
ュ
程
度
）を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．左
表
※
印
部
の
止
弁
を
閉
に
す
る
と「
液
封
」と
な
る
恐
れ
が
有
り
ま
す
。

止
弁
の
操
作
時
は
、「
液
封
」と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ（
ブ
ラ
イ
ン
）は
、現
地
配
管
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3

2

5

4

1

4
4

4
3

6
2

6
1

7
6

1
2

1
1

1
8

8
1

8
3

5
2

7
3

7
4

6
3

8
2

1
3

1
0
4

1
0
1

6
5

1
0
2

1
0
3

6
4

7
2

1
4

7
7

3
2

1
9

5
3

5
4

1
6

1
5

3
1

1
7

4
2

5
1

4
1

1
0
2

7
2

7
2

冷
媒
出
口
配
管

銅
管
φ
4
4
.4
5

冷
媒
入
口
配
管

銅
管
φ
3
8
.1
0

3
/8
フ
レ
ア

注
意

記
号
　
１
．供
給
区
分
欄
 

２
．配
管
系
統
図

○
：
三
菱
電
機
手
配
 

Ｃ
. Ｊ
：
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
 

：
フ
レ
ア

×
：
三
菱
電
機
手
配
外
　
　
　
　
：
フ
ラ
ン
ジ
 

：
客
先
手
配
・
施
工
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項
目
設
計
圧
力

気
密
試
験
圧
力

区
分

高
圧
部

低
圧
部

2
.7
8
M
P
a

2
.8
0
M
P
a

1
.6
4
M
P
a

1
.7
0
M
P
a

Ｎ
ｏ
．

名
   
 称

　
　
１

　
　
２

　
　
３

※※※

総
数
量
区
分

備
   
考

記
号
　
１
．供
給
区
分
欄
　
　
　
　
２
．配
管
系
統
図

○
：
三
菱
電
機
手
配
　
　
　
　
ＣＪ
：
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
　
　
　
　
：
フ
レ
ア

×
：
三
菱
電
機
手
配
外
　
　
　
　
：
フ
ラ
ン
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
：
客
先
手
配
・
施
工

※

　
１
１

　
１
２

　
１
３

　
１
４

　
１
５

　
１
６

　
１
７

　
１
８

　
１
９

　
　
４

　
　
５

１
○

１
○○

１ １
○○

１
○○

１

○
１

○
１１１

○○ ○
１ １

○
１

○

単
段
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
レ
ー
ト
式

圧
縮
機
吐
出
口

ド
レ
ン
抜
き
用
 P
T1
/2

真
空
引
き
 1
/4
フ
レ
ア

プ
レ
ー
ト
式

圧
縮
機

エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
用
熱
交
換
器

吐
出
逆
止
弁

止
弁
(ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
入
口
)

止
弁
(フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
出
口
)

止
弁
(ブ
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
)

止
弁
(圧
縮
機
)

受
液
器

空
冷
凝
縮
器

ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器

止
弁
(吐
出
)

冷
媒
チ
ャ
ー
ジ
･真
空
引
き

逆
止
止
弁

液
入
口

１
０
４

１
０
３

１
０
２

１
０
１
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

止
弁

○ ×
１ ３

エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー

１ １
× ×

　
８
３

　
８
２

　
８
１

　
７
６

　
７
７
圧
力
計
(高
圧
)

圧
力
計
(低
圧
)

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

１
○○

１１
○

１
○

１
○

圧
力
セ
ン
サ
ー
(低
圧
)

圧
力
セ
ン
サ
ー
(高
圧
)

H
P
1

LP
1

H
P
LP H
1

　
７
１

　
７
２

　
７
３

　
７
４
温
度
セ
ン
サ
ー
(吐
出
)

温
度
セ
ン
サ
ー
(ブ
ラ
イ
ン
)

温
度
セ
ン
サ
ー
(モ
ー
タ
ー
室
)

○

１
○

１
○

３
TH
6
､T
H
8
､T
H
1
4

TH
3

TH
1
3

　
２
０

４
９
Ｃ

7
3

8
2

6
3

T

1

６
３
Ｈ

8
1

7
6

6
1

6
2 ２
６
Ｃ

1
8

5
2

7
7

1
1

8
3

T
7
4

5
1

1
5

1
7

5
3

1
4

3

5

1
6T T

Ｓ T

1
0
2

1
0
2

1
0
2

7
2

7
2

1
0
1

1
9

ブ
ラ
イ
ン
入
口

(J
IS
1
0
K
-8
0
A
)

ブ
ラ
イ
ン
出
口

(J
IS
1
0
K
-8
0
A
)

7
2

4

1
0
4

1
0
3

１

6
5

6
4

2

3
2

3
1

フ
ィ
ン
ア
ン
ド
チ
ュ
ー
ブ
式

止
弁
(受
液
器
出
口
)

止
弁
(受
液
器
出
口
 E
C
O
､L
/I
)

　
６
１

　
６
２

　
６
３

　
６
４

　
６
５

高
圧
開
閉
器

温
度
開
閉
器

巻
線
サ
ー
モ

安
全
弁
元
弁

安
全
弁

１
○

１
○

１
○

１１
○ ○

６
３
Ｈ

２
６
Ｃ

４
９
Ｃ

安
全
弁
元
弁
(受
液
器
用
)

安
全
弁
(受
液
器
用
)

　
６
６

　
５
１

　
５
２

　
５
３

　
５
４

１
○

１
○ ○

１
サ
イ
ト
グ
ラ
ス

１
○

ス
ト
レ
ー
ナ
ー

主
液
ラ
イ
ン

圧
縮
機
内
蔵

吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

L/
Iラ
イ
ン
用

　
５
５

※ ※

１
．ブ
ラ
イ
ン
入
口
配
管
に
は
必
ず
ユ
ニ
ット
取
付
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と

清
掃
可
能
な
ス
ト
レ
ー
ナ
ー（
２
０
メ
ッ
シ
ュ
程
度
）を
設
け
て
下
さ
い
。

２
．左
表
※
印
部
の
止
弁
を
閉
に
す
る
と「
液
封
」と
な
る
恐
れ
が
有
り
ま
す
。

止
弁
の
操
作
時
は
、「
液
封
」と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

３
．エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ
(ブ
ラ
イ
ン
)は
、現
地
配
管
に
取
り
付
け
て
下
さ
い
。

4
3

4
2

4
1

　
３
２

　
３
３

　
３
１
電
磁
弁
(主
液
)

電
磁
弁
(E
C
O
､L
/I
)

１１
○○

S
V
E1

2
1
S
C

　
４
１

　
４
２
膨
張
弁
(主
液
)

膨
張
弁
(E
C
O
､L
/I
)

１ １
○ ○

電
子
式

電
子
式

○
２

凝
縮
圧
力
調
整
弁

○
圧
力
調
整
弁

１

4
4

5
4

1
3

　
４
３

　
４
４

3
/8
フ
レ
ア

1
2

冷
媒
入
口
配
管

銅
管
 φ
4
4
.4
5

冷
媒
出
口
配
管

銅
管
 φ
4
4
.4
5

  

注
意

送
風
機

C
.J

サ
イ
ト
グ
ラ
ス

C
.J

C
.J

C
.J

3-422
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N
o.

名
　
称

総
数
量

区
分

備
　
考

1
圧
縮
機

単
段
ス
ク
リ
ュ
ー

2
空
冷
凝
縮
器

フ
ィ
ン
ア
ン
ド
チ
ュ
ー
ブ
式

3
受
器
器

4
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器

プ
レ
ー
ト
式

5
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
用
熱
交
換
器

プ
レ
ー
ト
式

1
1
吐
出
逆
止
弁

圧
縮
機
吐
出
口

1
2
止
弁（
吐
出
）

1
3
逆
止
止
弁

液
入
口

1
4
止
弁（
受
液
器
出
口
）

冷
媒
チ
ャ
ー
ジ・
真
空
引
き

1
5
止
弁（
フ
ィ
ル
タ
ード
ラ
イ
ヤ
ー
出
口
）

1
6
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
入
口
）

止
弁（
受
液
器
入
口
 E
CO
,L
/I）
 

1
7
1
8
止
弁（
圧
縮
機
）

真
空
引
き
　
1
/4
フ
レ
ア

1
9
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
）

ド
レ
ン
抜
き
用
　
P
T1
/2

2
0 3
1
電
磁
弁（
主
液
）

S
V
E1

3
2
電
磁
弁（
EC
O
,L
/I
）

2
1
S
C

3
3 4
1
膨
張
弁（
主
液
）

電
子
式

4
2
膨
張
弁（
EC
O
,L
/I
）

電
子
式

4
3
凝
縮
圧
力
調
整
弁

4
4
圧
力
調
整
弁

5
1
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

主
液
ラ
イ
ン

5
2
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

圧
縮
機
内
臓

5
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

L/
Iラ
イ
ン

5
4
サ
イ
ト
グ
ラ
ス

5
5 6
1
高
圧
開
閉
器

６
３
Ｈ

6
2
温
度
開
閉
器

２
６
Ｃ

6
3
巻
線
サ
ー
モ

４
９
Ｃ

6
4
安
全
弁
元
弁

安
全
弁
元
弁（
受
液
器
用
）

6
5
安
全
弁

安
全
弁（
受
液
器
用
）

6
6
安
全
弁
元
弁

圧
縮
機
用

6
7
安
全
弁

圧
縮
機
用

7
1
7
2
温
度
セ
ン
サ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
）

TH
6
、T
H
8
、T
H
1
4

7
3
温
度
セ
ン
サ
ー（
モ
ー
タ
ー
室
）

TH
3

7
4
温
度
セ
ン
サ
ー（
吐
出
）

TH
1
3

7
6
圧
力
セ
ン
サ
ー（
高
圧
）

H
P
1

7
7
圧
力
セ
ン
サ
ー（
低
圧
）

LP
1

8
1
圧
力
計（
高
圧
）

H
P

8
2
圧
力
計（
低
圧
）

LP
8
3
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

H
1

1
0
1
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
2
止
弁

1
0
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
4
エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

※ ※ ※ ※ ※ ※
２
６
Ｃ

６
３
Ｈ

４
９
Ｃ

T

T

T

T

T

S

送
風
機

項
目
設
計
圧
力

気
密
試
験
圧
力

区
分

高
圧
部

低
圧
部

2
.7
8
M
P
a

2
.8
0
M
P
a

1
.6
4
M
P
a

1
.7
0
M
P
a

ブ
ラ
イ
ン
入
口

（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

ブ
ラ
イ
ン
出
口（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

C
.J

C
.J

C
.J

C
.J

サ
イ
ト
グ
ラ
ス１
．ブ
ラ
イ
ン
入
口
配
管
に
は
必
ず
ユ
ニ
ット
取
付
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と

清
掃
可
能
な
ス
ト
レ
ー
ナ
ー（
２
０
メ
ッ
シ
ュ
程
度
）を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．左
表
※
印
部
の
止
弁
を
閉
に
す
る
と「
液
封
」と
な
る
恐
れ
が
有
り
ま
す
。

止
弁
の
操
作
時
は
、「
液
封
」と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ（
ブ
ラ
イ
ン
）は
、現
地
配
管
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3

2

5

4

1

4
4

4
3

6
2

6
1

7
6

1
2

1
1

1
8

8
1

8
3

5
2

7
3

7
4

6
3

8
2

1
3

1
0
4

1
0
1

6
5

1
0
2

1
0
3

6
4

7
2

1
4

7
7

3
2

1
9

5
3

5
4

1
6

1
5

3
1

1
7

4
2

5
1

4
1

1
0
2

7
2

7
2

1
0
2

冷
媒
出
口
配
管

銅
管
φ
5
3
.9
8

冷
媒
入
口
配
管

銅
管
φ
4
4
.4
5

3
/8
フ
レ
ア

6
6

6
7

注
意

記
号
　
１
．供
給
区
分
欄
 

２
．配
管
系
統
図

○
：
三
菱
電
機
手
配
 

Ｃ
. Ｊ
：
チ
ェ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
 

：
フ
レ
ア

×
：
三
菱
電
機
手
配
外
　
　
　
　
：
フ
ラ
ン
ジ
 

：
客
先
手
配
・
施
工

3-423
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モ
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●BFL-SP100E
注
意

N
o.

名
　
称

総
数
量

区
分

備
　
考

1
圧
縮
機

単
段
ス
ク
リ
ュ
ー

2
空
冷
凝
縮
器

フ
ィ
ン
ア
ン
ド
チ
ュ
ー
ブ
式

3
受
器
器

4
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器

プ
レ
ー
ト
式

5
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
ー
用
熱
交
換
器

プ
レ
ー
ト
式

1
1
吐
出
逆
止
弁

圧
縮
機
吐
出
口

1
2
止
弁（
吐
出
）

1
3
逆
止
止
弁

液
入
口

1
4
止
弁（
受
液
器
出
口
）

冷
媒
チ
ャ
ー
ジ・
真
空
引
き

1
5
止
弁（
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
出
口
）

1
6
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
冷
却
器
入
口
）

止
弁（
受
液
器
入
口
 E
C
O
,L
/I
） 

1
7
1
8
止
弁（
圧
縮
機
）

真
空
引
き
　
1
/4
フ
レ
ア

1
9
止
弁（
ブ
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
）

ド
レ
ン
抜
き
用
　
P
T1
/2

2
0 3
1
電
磁
弁（
主
液
）

S
V
E1

3
2
電
磁
弁（
EC
O
,L
/I
）

2
1
S
C

3
3 4
1
膨
張
弁（
主
液
）

電
子
式

4
2
膨
張
弁（
EC
O
,L
/I
）

電
子
式

4
3
凝
縮
圧
力
調
整
弁

4
4
圧
力
調
整
弁

5
1
フ
ィ
ル
タ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

主
液
ラ
イ
ン

5
2
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

圧
縮
機
内
臓

5
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

L/
Iラ
イ
ン

5
4
サ
イ
ト
グ
ラ
ス

5
5 6
1
高
圧
開
閉
器

６
３
Ｈ

6
2
温
度
開
閉
器

２
６
Ｃ

6
3
巻
線
サ
ー
モ

４
９
Ｃ

6
4
安
全
弁
元
弁

安
全
弁
元
弁（
受
液
器
用
）

6
5
安
全
弁

安
全
弁（
受
液
器
用
）

6
6
安
全
弁
元
弁

圧
縮
機
用

6
7
安
全
弁

圧
縮
機
用

7
1
7
2
温
度
セ
ン
サ
ー（
ブ
ラ
イ
ン
）

TH
6
、T
H
8
、T
H
1
4

7
3
温
度
セ
ン
サ
ー（
モ
ー
タ
ー
室
）

TH
3

7
4
温
度
セ
ン
サ
ー（
吐
出
）

TH
1
3

7
6
圧
力
セ
ン
サ
ー（
高
圧
）

H
P
1

7
7
圧
力
セ
ン
サ
ー（
低
圧
）

LP
1

8
1
圧
力
計（
高
圧
）

H
P

8
2
圧
力
計（
低
圧
）

LP
8
3
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

H
1

1
0
1
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
2
止
弁

1
0
3
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

1
0
4
エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

※ ※ ※ ※ ※ ※
２
６
Ｃ

６
３
Ｈ

４
９
Ｃ

T

T

T

T

T

S

送
風
機

項
目
設
計
圧
力

気
密
試
験
圧
力

区
分

高
圧
部

低
圧
部

2
.7
8
M
P
a

2
.8
0
M
P
a

1
.6
4
M
P
a

1
.7
0
M
P
a

ブ
ラ
イ
ン
入
口

（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

ブ
ラ
イ
ン
出
口（
JI
S
1
0
K
-8
0
A
）

C
.J

C
.J

C
.J

C
.J

サ
イ
ト
グ
ラ
ス

１
．ブ
ラ
イ
ン
入
口
配
管
に
は
必
ず
ユ
ニ
ット
取
付
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と

清
掃
可
能
な
ス
ト
レ
ー
ナ
ー（
２
０
メ
ッ
シ
ュ
程
度
）を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．左
表
※
印
部
の
止
弁
を
閉
に
す
る
と「
液
封
」と
な
る
恐
れ
が
有
り
ま
す
。

止
弁
の
操
作
時
は
、「
液
封
」と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．エ
ア
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ（
ブ
ラ
イ
ン
）は
、現
地
配
管
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3

2

5

4

1

4
4

4
3

6
2

6
1

7
6

1
2

1
1

1
8

8
1

8
3

5
2

7
3

7
4

6
3

8
2

1
3

1
0
4

1
0
1

6
5

1
0
2

1
0
3

6
4

7
2

1
4

7
7

3
2

1
9

5
3

5
4

1
6

1
5

3
1

1
7

4
2

5
1

4
1

1
0
2

7
2

7
2

1
0
2

冷
媒
出
口
配
管

銅
管
φ
5
3
.9
8

冷
媒
入
口
配
管

銅
管
φ
5
3
.9
8

3
/8
フ
レ
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〈6〉重心位置

●BFL-SP50・60・80・100E

リモートコンデンサー
●RMA-50DA

X

3481975392

2715
Z

1
5
1
2

Y

69 451610

1130

印は重心位置を示す。

印は重心位置を示す。

BFL-SP50E
BFL-SP60E
BFL-SP80E
BFL-SP100E

機種

1253
1258
1288
1258

X

391
406
406
401

Y

675
665
690
680

Z

1200
1250
1400
1500

運転質量(kg)
（計画値）

9
9
5

100 1002490

1245

2690
1945 2525

972

1995

RMA-50DA
機種

640
製品質量(kg)
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2880
100 100

1
1
4
0

2680
1340

20 201955
1995

977

●RMA-60DA

印は重心位置を示す。

●RMA-80DA

印は重心位置を示す。

●RMA-100DA

印は重心位置を示す。

2490
1245

2690
100100

972

1995
25 1945 25

1
1
4
0

2490
1245

2690
100100

972

1995
25 1945 25

1
1
4
0

RMA-100DA
機種

1200
製品質量(kg)

RMA-80DA
機種

800
製品質量(kg)

RMA-60DA
機種

735
製品質量(kg)
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〈7〉電気工事仕様書

三相200V 50/60Hz

圧縮機

凝縮器

ユニット最大運転電流

電  源  容  量

電線サイズ

分岐開閉器（漏電ブレーカー）形名

瞬時引き外し最小電流値

電源

周波数

始動方式

称呼出力

始動電流

最大運転電流

形名

電動機称呼出力

送風機運転電流

主回路電源

アース

遠方信号

Hz

kW

A

A

kW

A

A

kVA

mm2

mm2

mm2

A

形　名 BFL-SP50E BFL-SP60E BFL-SP80E BFL-SP100E

50

227

146

0.7×4

16.8

160

55

100

22以上

NV225AF/

200AT

2,200

50

289

176

0.7×5

21.0

194

67

150

38以上

NV225AF/

225AT

2,500

50

367

199

0.7×5

21.0

217

83

150

38以上

NV400AF/

300AT

2,400

50

465

257

0.7×6

25.2

279

106

200

38以上

NV400AF/

350AT

2,800

60

196

174

0.7×4

16.4

190

72

150

38以上

NV225AF/

225AT

2,500

60

241

207

0.7×5

20.5

226

86

150

38以上

NV400AF/

250AT

2,000

60

305

232

0.7×5

20.5

251

96

200

38以上

NV400AF/

300AT

2,400

60

397

300

0.7×6

24.6

323

123

250

38以上

NV400AF/

400AT

3,200

三相200V

Y-Δ

22

RMA-50DA

1.25

30

RMA-60DA

1.25

37

RMA-80DA

1.25

45

RMA-100DA

1.25

［備考］
1. 電源容量はユニットにのみ必要な最小容量です。補機の容量は別途加算してください。

2. 電源電圧はユニットの電源端子部で名板値の±５％以内（一時的には±10%まで許容）となるよう、また相間電圧のアンバランスは2％以内と
なるよう設計してください。

3. 電線サイズは、IV線を使用し金属管に電線３本以下とした場合を示します。
なお、現地の配線状態（電線が長い等）により電圧降下が生じ、ユニットが正常に運転できなくなる場合があります。
電線サイズは２項の電圧（電源端子部で名板値の±５％以内）となるよう適宜設計してください。

4. 分岐開閉器（漏電ブレーカー）は、弊社製の場合を示します。他のメーカー製品を使用の場合は、瞬時引き外し最小電流値が上記電流値と同等
以上のものを選定してください。
なお、標準仕様の場合漏電遮断器は装備していません。（オプション対応です）
また、配線用遮断器（MCB）をオプションにてご注文される場合は、漏電検知および遮断機能が本ユニット用のお客様配電設備に必要となり
ます。

5. 本ユニットの受電設備における分岐開閉器につきましては、本ユニットが水気のある場所に設置されますので、「電気設備技術基準第41条」に
義務付けされている漏電遮断器を、お客様設備にて設置くださるようお願いします。
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圧縮機

凝縮器

ユニット最大運転電流

電  源  容  量

電線サイズ

分岐開閉器（漏電ブレーカー）形名

瞬時引き外し最小電流値

電源

周波数

始動方式

称呼出力

始動電流

最大運転電流

形名

電動機称呼出力

送風機運転電流

主回路電源

アース

遠方信号

Hz

kW

A

A

kW

A

A

kVA

mm2

mm2

mm2

A

形　名 BFL-SP50E BFL-SP60E BFL-SP80E BFL-SP100E

50

114

73

0.7×4

8.4

80

56

38

14以上

NV100AF/

100AT

1,100

50

145

88

0.7×5

10.5

97

67

38

22以上

NV225AF/

125AT

1,400

50

184

99

0.7×5

10.5

109

83

60

22以上

NV225AF/

125AT

1,400

50

233

129

0.7×6

12.6

140

106

100

22以上

NV225AF/

175AT

2,000

60

98

87

0.7×4

8.2

95

73

38

22以上

NV225AF/

125AT

1,400

60

121

103

0.7×5

10.3

113

86

60

22以上

NV225AF/

125AT

1,400

60

153

116

0.7×5

10.3

126

96

60

22以上

NV225AF/

150AT

1,700

60

199

150

0.7×6

12.3

162

123

100

22以上

NV225AF/

200AT

2,200

三相400V

Y-Δ

22

RMA-50DA

1.25

30

RMA-60DA

1.25

37

RMA-80DA

1.25

45

RMA-100DA

1.25

三相400V 50/60Hz

［備考］
1. 電源容量はユニットにのみ必要な最小容量です。補機の容量は別途加算してください。

2. 電源電圧はユニットの電源端子部で名板値の±５％以内（一時的には±10%まで許容）となるよう、また相間電圧のアンバランスは2％以内と
なるよう設計してください。

3. 電線サイズは、IV線を使用し金属管に電線３本以下とした場合を示します。
なお、現地の配線状態（電線が長い等）により電圧降下が生じ、ユニットが正常に運転できなくなる場合があります。
電線サイズは２項の電圧（電源端子部で名板値の±５％以内）となるよう適宜設計してください。

4. 分岐開閉器（漏電ブレーカー）は、弊社製の場合を示します。他のメーカー製品を使用の場合は、瞬時引き外し最小電流値が上記電流値と同等
以上のものを選定してください。
なお、標準仕様の場合漏電遮断器は装備していません。（オプション対応です）
また、配線用遮断器（MCB）をオプションにてご注文される場合は、漏電検知および遮断機能が本ユニット用のお客様配電設備に必要となり
ます。

5. 本ユニットの受電設備における分岐開閉器につきましては、本ユニットが水気のある場所に設置されますので、「電気設備技術基準第41条」に
義務付けされている漏電遮断器を、お客様設備にて設置くださるようお願いします。
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（ア）屋外機設備設計時の注意

（ウ）空冷凝縮器配管要領

（イ）RMA形空冷凝縮器設置上の注意
●単独設置の場合

●並列設置の場合

〈8〉据付工事上の注意点

屋外に設置される空調、低温機器は、設置環境と設置状態により、
製品寿命も大きく変わりますので、設置計画時に以下の…を十分に
検討いただきますよう、お願いいたします。

(1) 屋外機で特にダメージを受けるのは、空気側熱交換器（フィン
付熱交換器）のアルミフィンです。
フィン面が潮風を直接受けない向き、位置に設置してくだ
さい。

冷凍サイクルにおいて配管の抵抗は冷却の能力に大きく影響しま
す。空冷式ユニットの冷却装置では配管長さおよびヘッドを許容範
囲内に抑えないと、次のような不具合が生じます。

(1) 配管が長すぎるとフラッシュガスが発生しやすくなり、十分な
機能を発揮できなくなります。また、配管の抵抗が大きくな
り、能力が低下します。
配管長さは最小限となるよう施工してください。配管相当長さ
で35m以内としてください。（片道）

(2) ヘッドが高すぎると配管中に冷凍機油がたまる恐れがあります。
ヘッドは20m以内に抑えてください。また、左図を参考にヘッ
ド10m以下に1ヶ所トラップを設けてください。

(3) 配管サイズ
材料はJISH3300による銅管を使用ください。

(4) 配管施工の際、ゴミが配管内部に入らないよう注意ください。

(5) パイプの使用にあたって
　①傷ついたパイプ、汚れたパイプは使用しないでください。
パイプは酸洗いしたものを使用し、ロー付した配管は乾燥窒素
等でブローし内部のゴミを除去してください。

　②配管中には絶対に水分が入らないようにしてください。

(6) 漏れ試験
配管施工後、各部からの漏れがないことを確認してください。
（試験圧力:2.8MPa）

(7) 冷媒配管には断熱を施工ください。（ガス・液配管共）
目安としてグラスウールを使用した場合、25mm厚みのもの
を用意ください。
この断熱を施工しない場合、外気温度の影響により液冷媒が圧
力降下する恐れがあります。

(2) 海岸近くの潮風だけでなく、ゴミ焼却場などの煙も腐食性を持
つことが多いので、同様に注意してください。

(3) 海岸近くに設置される場合においても、上記(1), (2)のごとく
留意願います。

（注）JRA耐塩害仕様、JRA耐重塩害仕様に関して
JRA基準（空調機器の耐塩害試験基準：JRA9002）は、
屋外設置機の外郭（3.2mm以下の薄板鋼板又は形鋼により
制作されたキャビネット）を構成する部品の塗膜試験方法に
ついて規定するものですから、厳密に言えば上記空気側交換
器のアルミフィンは該当しませんが、腐食環境に設置される
アルミフィンの防食のため、耐食性プレコートフィンを使用
しています。
耐塩害仕様・耐重塩害仕様の詳細は、別途塗装仕様書をご用
命願います。

海

潮風
建物 屋外機

据 付 例

風の流れ風の流れ 防雪フード（現地手配）

積雪を考慮して
十分な高さをおとりください。

空冷凝縮器（ＲＭＡ）

ユニット本体

風の流れ

風の流れ

風の流れ

風の流れ

風の流れ

RMA-15･20･25･30･40D
RMA-50･60･80･100･120D

X
0.9m
1.2m

冷媒配管
液ライン

相フランジ（付属）

相フランジ（付属）

冷媒配管
ガスライン

1
0
m
以
下 2
0
0
m
m

ト
ラ
ッ
プ2
0
m
以
下

Y
1.8m
2.4m

ユニットの周囲には、据付・保守・点検及び
風の吸込スペースとして、少なくともX, Y
以上確保してください。

降雪量の多い所では、空冷凝縮器据付け時に、
防雪フード屋根を取り付けてください。

X

以
上

X

以
上

X

以
上

Y

以
上

Y

以
上
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〈9〉水圧損失

〈10〉保有水量

水頭損失　＜ブライン補正表＞

5
0
－5
－10
－15

濃度
<wt%>

補正値
ナイブラインZ1 エチレングリコール

35
35
40
48
55

1.27
1.27
1.32
1.41
1.47

濃度
<wt%>

補正値

14
23
30.5
36
41

1.13
1.22
1.28
1.38
1.48

ブライン
出口温度
<℃>

最小ブライン流量 <m3/h>

最大ブライン流量 <m3/h>

BFL-SP50E BFL-SP60E BFL-SP80E BFL-SP100E

12.7

33.0

16.7

43.0

19.4

50.0

24.5

63.0

形名項目

＊上記グラフは使用流体が「水」の場合のものです。
 ブライン時の水頭損失は使用するブラインの種類・温度(濃度)により下表の補正値を乗じて求めてください。

<50Hz> 単位：m3

※ブライン出口温度：-5℃、外気温度：30℃、ブライン種類：ナイブライン　40wt％、最小冷却負荷＝0の場合

機種

最低保有ブライン量

<60Hz> 単位：m3

※ブライン出口温度：-5℃、外気温度：30℃、ブライン種類：ナイブライン　40wt％、最小冷却負荷＝0の場合

機種

最低保有ブライン量

BFL-SP50E

1.55

BFL-SP60E

2.01

BFL-SP80E

2.39

BFL-SP100E

2.97

BFL-SP50E

1.31

BFL-SP60E

1.71

BFL-SP80E

2.03

BFL-SP100E

2.54

「（冷却負荷）≧（ユニットの最小アンロード時の冷却能力）」の場合は、ユニットは停止することはありませんが、
「（冷却負荷）≦（ユニットの最小アンロード時の冷却能力）」となる場合には、ユニットは発停を行います。
発停が頻繁な場合には、圧縮機の寿命を損なう恐れがありますので、安定した運転を継続するための保有ブライン量の確保が
必要です。
「（冷却負荷）＜（ユニットの最小アンロード時の冷却能力）」となる恐れがある場合には、以下の計算により得られる最低
保有ブライン量を確保してください。
これは負荷がないときに、冷凍機ユニットを5分間運転するのに必要な保有ブライン量です。
確保されていない場合にはブラインタンクの設置を検討ください。
（5分間とは、圧縮機が運転開始し、冷媒系統が安定するまでの概略時間です。）

サーモ復帰

サーモ停止

5分

停止運転 停止 最低容量制御運転

制御温度幅

±1℃

最小容量制御時の
ブライン出入口温度差　Δt1

5分間の運転に
有効な温度差　Δt2

Δt1

Δt2

ブライン入口温度

サーモ復帰点

設定温度

サーモ停止点

-3℃

-5℃

-7℃ ブライン出口温度

蒸発器側水頭損失（蒸発器形式：プレート式熱交換器）

0

50

100

150

200

0 10 20 30 40 50 60 70
流量（m3/hr）

BFL-SP50E

BFL-SP60E
BFL-SP80E
BFL-SP100E

水
頭
損
失
（
kP
a
）
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